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１．議事日程（第６日目） 

  （平成１６年度安芸高田市決算審査特別委員会） 

平成１７年１２月８日 

午 前 １ ０ 時 開 議 

於 安 芸 高 田 市 議 場 

  開 会 

  議 題 

（１）認定第２号 平成１６年度安芸高田市一般会計決算 

  散 会 

 

 

２．出席委員は次のとおりである。（１９名） 

   委員    明 木 一 悦     委員    秋 田 雅 朝 

   委員    加 藤 英 伸     委員    小 野 剛 世      

委員    川 角 一 郎     委員    塚 本   近      

委員    赤 川 三 郎     委員    松 村 ユキミ      

委員    熊 高 昌 三     委員    青 原 敏 治      

委員    金 行 哲 昭     委員    杉 原   洋      

委員    入 本 和 男     委員    山 本 三 郎      

委員    今 村 義 照     委員    岡 田 正 信      

委員    渡 辺 義 則     委員    亀 岡   等 

委員    藤 井 昌 之 

 

 

３．欠席委員は次のとおりである。 

   玉 川 祐 光 

 

４．安芸高田市議会委員会条例第２１条の規定により出席した者の職氏名（２１名） 

市     長    児 玉 更 太 郎   助     役  増 元 正 信 

収  入  役  藤 川 幸 典   総 務 部 長    新 川 文 雄 

 教  育  長    佐 藤  勝   教 育 次 長  杉 山 俊 之 

 教 育 参 事  沖 野 清 治   教育総務課長  上 川 裕 芳 

 学校教育課長  大 下 典 子   生涯学習課長  河 野 正 治 

 吉田教育分室長  富 田 道 明   八千代教育分室長  中 村 保 子 

 美土里教育分室長  西 川 富 雄   高宮教育分室長  小 田 洋 介 

甲田教育分室長  升 田 寿 子   向原教育分室長  兼 近  環 

吉田幼稚園長  田 丸 文 枝   教育総務課庶務係長  中 川 雅 夫 

 教育総務課施設係長  大 野 泰 典   学校教育課学事係長  沖 本  博 

 生涯学習課社会教育係長  吉 野  博    
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５．職務のため出席した事務局職員の職氏名（３名） 

   事 務 局 長   増 本 義 宣    議 事 調 査 係 長   児 玉 竹 丸 

   書      記   新 谷 洋 子 
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～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午前１０時００分 開会 

〇渡辺委員長  おはようございます。ただいまから決算審査特別委員会第６日目を

開会いたします。 

ただいまの出席委員は19名でございます。 

定足数に達しておりますので、これより本日の決算審査特別委員会を

開議いたします。 

本日の審査日程はお手元に配布したとおりでございます。それでは、

認定第２号平成16年度安芸高田市一般会計決算の認定についてのうち教

育委員会所管の決算についてを議題といたします。 

はじめに、教育長から挨拶を受けます。 

○佐藤教育長  委員長。 

〇渡辺委員長  佐藤教育長。 

○佐藤教育長  平素より議員の皆様には、本市の教育の推進にあたりまして、格別

のご支援をいただき、この場をおかりいたしまして感謝を申し上げます。

また、私事、ニュージーランド派遣ということで、海外出張をいたしま

したけれども、ご理解いただきありがとうございました。元気で帰って

まいることができました。 

さて、本日は、平成16年度の教育委員会に係ります決算につきまして、

ご説明を申し上げ、審査をお願いするものでございます。平成16年度は、

合併初年度で、平成15年3月にまとめられました、未来に輝く安芸高田

をもとにして、これまで各町で積み上げてきた内容を大切にしながら、

教育総務課、学校教育課、生涯学習課の3課と、6教育分室の職員等全職

員が力を合わせて、試行錯誤を繰り返しながら施策を展開してまいりま

した。 

それでは、これから、教育次長、並びに各課長が平成16年度の決算に

つきまして、説明をいたしますので、よろしく審査の程お願いをいたし

ます。 

〇渡辺委員長  それでは、決算についての概要説明を求めます。 

○杉山教育次長  委員長。 

〇渡辺委員長  杉山教育次長。 

○杉山教育次長  先ほど、教育長からもありましたように、本庁3課と6教育分室で、そ

れぞれの立場で事業展開をしたわけでございます。そうした結果、合併

の成果もでたわけでございますが、課題も多く決算の反省にたちまして、

17年度予算へ反映をしたわけでございますが、まだまだ、改善点が多く

残っております。今後もこうした課題整理を行っていきたいと思ってお

ります。 

         それでは、私の方から、教育費の決算額につきまして説明をいたしま

すので、決算書の9ページ10ページをお開き下さい。 

         9ページの歳出の関係で、教育費でございます。10の教育費でござい

まして、支出済額が20億4,641万4,645円でございます。執行率につきま
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しては、97.4％という執行率でございます。項といたしましては、教育

総務費が2億244万6,452円、執行率が96.3％でございます。それから、2

の小学校費でございますが、支出済額2億8,053万9,409円でございます。

同じく、執行率96.3％でございます。それから、3の中学校費でござい

ますが、1億3,544万1,369円でございます。執行率は94.9％でございま

す。4の幼稚園費でございますが、3,078万2,486円で執行率が98.5％で

ございます。5の社会教育費でございますが、4億7,625万8,145円で、執

行率96.7％でございます。次をはぐっていただきまして、6の保健体育

費でございます。9億2,094万6,784円でございます。執行率は、98.2％

でございました。 

歳出の主要施策につきましては、各課長より、説明書によりまして、

概要説明をさせていただきますのでよろしくお願いいたします。 

〇渡辺委員長  続いて、関係課長から要点の説明があります。 

○上川教育総務課長  委員長。 

〇渡辺委員長  上川教育総務課長。 

○上川教育総務課長  それでは、私の方で、歳入を少し述べさせていただきまして、教育

総務課関係の歳出を述べさせていただきます。 

         21ページから23ページをお開き下さい。 

分担金及び負担金でござますが、目の3、教育費負担金でございます。

こちらの方に節の方で、小学校費負担金としまして、38万8,080円収入

しております。これは、日本スポーツ振興センター掛金の保護者負担金

でございます。2の中学校費負担金でございますが、22万5,540円収入済

でございます。小学校の方と同じものでございます。3の幼稚園費負担

金ですが、274万3,000円が収入済額でございます。収入未済額として9

万6,000円残っております。幼稚園の保護者の負担金でございます。 

それから、25ページから26ページの方をお開き下さい。 

使用料及び手数料でございます。目8の教育施設使用料でございます

が、節の方で、2社会教育使用料としまして、504万3,430円を収入して

おります。それから、この内訳ですが、公民館の使用料それから、文化

施設の使用料でございます。文化施設の使用料といいますのは、八千代

の丘でありますとか、吉田歴史民俗資料館でありますとか、美土里の空

間等が関係しております。 

それから、25ページの方でですね、今、社会教育施設使用料を申し上

げましたが、今度は、保健体育施設使用料、これが、4,160万560円収入

をしております。備考の欄に学校開放施設の使用料77万1,650円、体育

施設使用料が4,082万8,910円でございます。この体育施設使用料の主な

ものは、サッカー公園3,712万9,180円、運動公園158万9,050円等でござ

います。 

それから、31ページから34ページに移って頂きます。教育費の国庫補

助金でございます。節の方で、小学校費補助金としまして、191万7,000

円収入をしております。備考の欄で見ていただきますように、要保護及
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び準要保護児童の援助費補助金が150万4,000円、学校教育設備整備費等

補助金が41万3,000円でございます。 

それから、次のページに移っていただきまして、節の欄で中学校費補

助金でございますが、344万9,000円、収入をしております。小学校のと

ころと同じように、要保護及び準要保護生徒の補助金とですね、学校教

育設備整備費等の補助金、それから、寄宿舎住居費補助金でございます。

寄宿舎が美土里の朝光寮というのがありますので、そこの補助金が、

162万7,000円ほど入っております。 

それから、保健体育費の整備補助金でございます。8,631万8,000円入

っております。これは、吉田の温水プールの補助金でございます。 

同じく、33から34ページなんですが、下の方に委託金としましてです

ね、4の教育費国庫委託金、節の方で申しますと、1、保健体育費委託金

でございますが、173万7,805円入っております。これは、子どもの体力

向上実践事業の委託金でございます。 

それから、41から42ページの方をお開き下さい。 

ここに県の支出金としまして、目の項に4労働費県補助金というのが

ございますが、節で言いますと、1労働諸費補助金でございます。収入

済額が6,318万5,212円となっておりますが、このうち、134万4,000円が

文化財のホームページの方の関係で使わせていただいています。それか

ら、357万3,000円が、資料館の方の資料をデータ化するということで使

わせていただいております。合計しますと、491万7,000円が緊急雇用創

出基金事業費補助金ということで、教育委員会のサイドで使わさせてい

ただいております。 

45から46ページをお開き下さい。 

県の支出金でございますが、目の8、教育費県補助金でございます。

節2社会教育費補助金の方で、63万2,000円収入をさせていただいており

ます。備考欄にその内訳が書いてございます。 

それから、49から50ページをご覧いただきたいんですが、ここに、教

育費委託金として、節の方で、社会教育県委託金が278万6,000円収入を

しております。これは、地域と学校が連携した奉仕活動・体験活動推進

事業委託金ということでございます。 

それから、61から62ページの方をご覧いただきたいと思います。 

こちらの方に、雑入でございますが、備考欄の方に教育総務課関係の

雑入16万8,346円、学校教育課関係雑入51万37円、生涯学習課関係雑入

877万7,556円を計上させていただいております。教育総務課関係のは、

ジュースの児童販売機の設置料がほとんどでございます。学校教育課関

係は、川根の教員住宅の家賃が月1万5,000円かけ12ヵ月分ですが、それ

と、旧高田郡の時代の教科用図書採択協議会の会が解散したということ

で、その戻入金として、雑入が、24万6,313円ほど入っております。生

涯学習課関係では、自動販売機の設置料が154万7,583円、コピーの使用

料が58万6,760円、スポーツ振興くじの助成金が384万2,000円などでご
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ざいます。 

以上で、教育委員会関係の歳入の方を終わらせていただきます。 

続きまして、教育総務課関係の歳出でございますが、予算書の方は

129ページ、130ページ、131ページ、132ページ、133ページ、134ページ

の方に関係します。成果の説明書の方は、126ページをお開きいただき

たいと存じます。 

決算書の129ページ130ページのところに、教育総務費としましてです

ね、目の節で、1教育委員会費、2事務局費、次のページにいっていただ

きまして、目の節で、小学校の学校管理費と、133ページの方に中学校

の学校管理費と、いうようにございます。教育総務費の方で、予算管理

しております部分と、学校教育課の方で予算を管理しとる部分とが、こ

こらに散らばっておりますので、私の方では、教育総務課関係でですね、

支出をさしていただいたものの主なものを、主要成果として126ページ

の方へ揚げさせていただいております。 

学校教育施設設備の充実ということで、総括の方は、老朽化したり時

代にマッチしなくなった学校教育施設を、児童生徒教職員にとってより

安心安全快適な勉強空間となるよう、施設整備の充実を図ったというこ

とでございます。主な実施内容ですが、そこにありますように、川根小

学校の屋内運動場トイレ改修、それから、小学校の排水設備を改良した

ということで、1,207万5,000円、小田小学校の排水設備の改良が530万

2,500円、船佐小学校の下水道の接続が423万1,500円、船佐小学校の浄

化槽の廃止に122万100円、来原と川根小学校の屋内運動場の耐震改修と

いうことで420万円、それから、小田・甲立・小田東小学校及び八千代

中学校のパソコン室のエアコンを整備したということで、538万6,500円、

それから、刈田・根野・甲立小学校の校長室保健室の方に空調設備をつ

けたということで371万7,000円、それから、小田・小田東・川根・来

原・船佐小学校及び八千代中学校の保健室の方にエアコンをつけたとい

うことで、379万6,800円、刈田・根野・甲立・小田小学校及び八千代中

学校の職員室にエアコンを設置したということで479万3,250円、校内Ｌ

ＡＮの関係ですが、そこにありますように、刈田・根野・向原小学校及

び八千代・向原中学校と640万800円、それから、向原小学校の駐車場の

用地を、これは合併前に、向原の方で買って合併されるということにな

っておりましたが、用地の持ち主の方と話がうまく進まなかったという

ことで、16年度の方に引き継ぎまして、1,711平米を3,062万6,900円で

購入しております。それから、もとの丹比西小学校の体育館の屋根の改

修、これは、丹比西小学校が吉田小学校に統合するということで、地元

の皆さん方との統合するためのですね、地域の施設整備ということがあ

りましたので、学校統合事業ということで、16年度は体育館の屋根を改

修させていただいております。383万2,500円でございます。これらのと

ころを合計しますと、8,558万2,850円が工事でありますとか、それから、

駐車場の用地の購入でありますとか、いうようなところで使わさせてい
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ただいております。 

〇渡辺委員長  暫時休憩といたします。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午前１０時２２分 休憩 

午前１０時２２分 再開 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

〇渡辺委員長  再開します。 

○上川教育総務課長  以上で、教育総務課の方の中身の整備の説明は終わらせていただき

ますが、126ページの下の方に、成果及び今後の課題を書いております。

成果の方でございますが、小中学校の施設整備の充実を図るため、エア

コン設備及び校内ＬＡＮの整備を概ね完了したと書いてございます。ま

だ、若干17年度に引き継いでやったところもございます。それから、課

題でございますが、今後は施設の老朽化に対応するため、耐震化工事を

含めた施設の耐用年数の延長を図る大規模改修等の実施計画の策定及び

工事の実施が必要でございます。また、学校のＩＴ化についても、協議

検討を進めて、早期に実施する必要があるということで、まだ、教師に

一人1台パソコンというところまでいっておりませんので、そこらのと

ころをですね、18年度にかけて検討していくということでございます。 

以上で、終わらせていただきます。失礼いたしました。 

〇渡辺委員長  大下学校教育課長。 

〇大下学校教育課長  はい。失礼をいたします。学校教育課関係の事業につきましては、

主に英語指導助手招致事業と、それから、特色ある学校づくり事業の２

点についてご報告を申し上げたいと思います。 

         決算書につきましては、先ほどに続きまして129ページ、1項の教育総

務費の中に、この事業費の方は計上してございます。 

         それでは、まず英語指導助手招致事業についてでございますが、先ほ

どの上川課長が説明をいたしました隣の127ページ、説明書の方の127ペ

ージをご覧くださいませ。 

英語指導助手招致事業といたしましては、外国人青年を英語指導の助

手として招致をいたしまして、主に小学校の英語活動、あるいは、中学

校の英語科授業へ授業アシスタントとして派遣をすると。ＡＬＴを活用

することによって授業を充実させて、国際理解でありますとか英語力向

上を図っていくという狙いで、執行いたしました授業でございます。 

決算総額でございますが、2,551万1,463円ということで、その主な内

訳といたしましては、まず、報酬でございますが、ＡＬＴ5人の報酬等

を2,110万9,684円、それから、家賃等が174万7,520円、各種研修会への

負担金補助といたしまして、147万9,656円といったようなものが主な内

訳でございます。 

成果と課題でございますが、成果の方でございますが、まず中学校の

英語科の基礎基本の学力につきまして、こちらのグラフの方にお示しを

しておりますように、平成15年から平成17年にかけて、県平均を上回り
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まして、力をつけております。特に英語の調査の結果の中で、実技テス

トというのがあるんですけれども、実技につきましては、特に英語を話

したり聞いたりというテストでございますが、16年度県の平均でありま

す82点に対しまして、安芸高田市は87点ということで、成果を上げてい

ると。これもＡＬＴのですね、ネイティブなスピーキングを聞いての力

だろうというふうに分析をしております。 

小学校におきましては、非常に英語活動を楽しみにしている児童が概

ね7割と、調査の結果7割ということで、意欲的に取り組むことができま

した。また、各教育分室の方で行われております、地域住民対象の英会

話教室等も開催いたしまして、国際理解の推進もできたというふうに捉

えております。 

課題といたしましては、平成16年度は、まず授業時数に非常に差がご

ざいまして、毎週ＡＬＴの授業を受けられる学校もあれば、1ヵ月に一

遍しか受けられない学級もあるというような、非常に授業時数に差がご

ざいましたので、改善が必要というとこで、17年度に向けて改善を図り

ました。それから、内容ですけれども、内容につきましても、統一的な

活動プログラムがございませんでした。16年度は。やはり学習内容の標

準というものを設定する必要があるということで、17年度への課題とし

て捉えておりました。それから、児童生徒の関心とか意欲、国際理解や

英語への関心意欲というものを、さらに高めるということ、子どもたち

の意識調査のなかで、例えば中学校で英語を習うのが楽しみですという

ところがですね、グラフで見ていただきますように、いいえというパー

センテージのほうが多うございますので、小学校中学校への連結といい

ますか、滑らかな連携を図っていくような授業にしていかなくてはいけ

ないということを継続課題として思っております。 

続きまして、2つ目の特色ある学校づくり事業についてご報告をいた

します。 

16年度は先ほど申し上げました、教育総務費の中の19節でございます

が、負担金補助及び交付金の中の補助金といたしまして、学校に支出を

したものでございます。決算書では131ページに総額の方が書いてござ

いますけれども、その補助金の中でこの特色ある学校づくり事業として

執行いたしましたものは、ここの決算総額のとこにございますように、

1,025万5,159円でございます。総括のところに書いてございますが、そ

れぞれの小中学校が地域に根ざした創意工夫ある教育活動を展開するこ

とによって、地域との連携、あるいは学校間連携を深めて、教育の質的

向上を図っていくということを狙いとして執行いたしました事業でござ

います。各学校の内訳は、こちらの方に研究内容及び主な実績、決算額

ということでお示しをしております。非常に学校の額の差というのはご

ざいますけれども、この決算額といいますか、額の方を確定した経緯に

つきましては、学校の方からの予算書の方をあげてもらって、それに対

してヒアリングをし、査定をし、それから決定をしていったという経緯
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がございます。 

130ページの方に、成果及び今後の課題ということで整理をしており

ます。 

それぞれ小中学校とも特色ある教育活動を展開できたということは、

成果として捉えておりますけれども、そのことが各種コンクール等での

高成績にもつながっていきましたし、うちの特色はこれであるというこ

とで校長の経営ビジョンというものを明確にして、そこに教職員が一丸

となって取り組んでいったということが、やはり教育の質的な向上であ

りますとか、学校の活力というものを生み出していったというふうに捉

えております。 

2つ目に、地域課題を教材化いたしましたり、地域の方に学校の方に

おいでいただいて授業を助けていただいたりしたことによりまして、地

域との連携というものが深まったというふうに捉えております。また、

学校すべてで19校でございますが、教育研究会として、学校公開もいた

しました。 

課題でございますが、こちらの方に2点ほど整理をしておりますけれ

ども、17年度に向けての重点課題ということで、ますます特色ある学校

づくりを進めていかなくてはいけないというふうに考えております。こ

こには書いてございませんが、16年度スタートしたばかりの授業でござ

いまして、若干未成熟なところがございます。学校側としましては、や

はり地域の願いに答えきれないで、終始学校という箱の中で特色を考え

てしまったという学校もございますし、事務局側といたしましては、や

はり、各学校の特色というものが安芸高田市の教育財産であると、そう

いう認識というか視点が、私どもの方にしっかりないということで、16

年度につきましては、十分な学校支援というのができてなかったかなと

いうような反省もいたしております。 

学校教育課は以上でございます。 

〇河野生涯学習課長  委員長。 

〇渡辺委員長  河野生涯学習課長。 

〇河野生涯学習課長  それでは、生涯学習課の関係を決算書で申し上げますと、135ページ

からでございます。 

         135ページの社会教育総務費、それから、次のページの公民館費、図

書館費、それから次のページで、人権教育費、文化財保護費、文化施設

費、こちらの関係から説明をさせていただきます。説明は主要施策の成

果の報告書によります、131ページでございます。 

         はじめに、社会教育の関係でございますが、（１）としまして、多様

な学習機会の提供ということを揚げております。その中で、学習機会の

提供事業ということで、公民館学級でありますとか講座、高齢者大学、

市民セミナー、青少年講座、人権教育講座等を実施しております。主な

経費としましては、講師謝礼自動車借り上げ代等でございます。成果と

いたしましては、これまでの公民館等の活動を継続して実施したことで
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ございます。課題といたしましては、現代的課題に対する学習機会を増

加させていく必要があろうというふうに考えております。また、公民館

等で学習をされた方は、いろんな場面でそれを発揮していただく仕組み

づくりが必要であろうというふうに考えております。現代的課題と申し

上げますと、公民館等で趣味習い事というイメージがありますけども、

環境問題でありますとか、エネルギー問題でありますとか、あるいは防

災防犯問題でありますとか、介護の問題でありますとか、そういった現

代的課題の機会を充実させていく必要があろうというふうに考えており

ます。 

それから、イの家庭教育の支援ということでございますが、保護者の

集まる機会を利用して、家庭教育に関する学習機会を提供する事業でご

ざいます。今後の課題としましては、子育てに参加する方の家族ぐるみ

の参加でありますとか、父親の参加率を上げるといったことが課題にな

ろうかと思います。 

それから、ウの項目でございますが、地域と学校が連携協力した奉仕

活動体験活動推進事業でございます。これは、高宮・甲田2ヵ所の地域

で実施されたものでありますが、平成14年度からの3ヵ年の継続事業で

16年度に終了したものでございます。ページで言いますと、132ページ

をお開き下さい。 

課題としまして、この事業でいろんな活動状況を紹介したところでご

ざいますが、紹介によりまして行事の参加を促すことはできたというふ

うに考えておりますが、事業が終わったということで、その提供事業が

17年度からないということで、この情報提供することが課題であろうと

いうふうに考えております。 

図書館の活動でございますが、6館の関係分でございます。図書蔵書

の充実ということで、図書の資料雑誌等の購入費、それから読書講演会

読み聞かせ等の活動等の費用でございます。課題といたしましては、ど

の館からも図書システムを使って検索ができたり、貸し出しの利用がで

きるということが、まだ普及が足りないかなというふうに考えておりま

す。それから、子どもの図書館利用を増やす必要があろうかというふう

に課題として思っております。図書館の状況については、その表をご覧

いただきたいと思います。 

次のページの表は、蔵書冊数の表でございます。区分によります冊数

の一覧でございます。それから、もうひとつの表は視聴覚の資料の一覧

表でございます。 

次に、オの項目でございますが、社会教育関係団体の助成支援事業と

いうことで、子ども会連合会、ＰＴＡ、三矢大学、美土里大学、パラッ

ツオ文化ホール企画委員会等々の団体助成等でございます。 

課題といたしましては、今後も活動ができるよう支援してく必要があ

ろうというふうに思っております。 

次に、カの項目でございますが、社会教育施設の維持管理でございま
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す。社会教育施設の若者定住センターミューズでありますとか、田園パ

ラッツオでありますとか、芸術農園四季の里でありますとか、公民館、

歴史民俗資料館などの、社会教育施設の維持管理費でございます。それ

と、維持経費で主な工事といたしまして、ここに掲げております甲立基

幹集落センターの屋根改修工事でありますとか、田園パラッツオの浄化

槽の廃止工事、下水道接続によります廃止工事等を実施しております。 

それから、その下に、社会教育施設の利用状況の利用者数の一覧を掲

げております。公民館、公民館の類似施設として２カ所、生涯学習セン

ター、博物館等、青少年教育施設、その他の社会教育施設の区分で利用

者数の一覧を掲げております。 

成果といたしまして、合併をいたしまして、施設に訪れる機会が増え

たというふうにも考えております。それから、課題といたしましては、

安全面などから老朽化している施設について改修が必要であろうかとい

うふうに考えております。 

次に135ページでございます。キの項目でございますが、成人式の事

業の関係でございます。合併後初めて成人式を合同で８月に開催をさせ

てもらった内容を掲げております。成果といたしまして、一体感が醸成

できたんではないかというふうに考えております。また、課題といたし

ましては、内容におきまして、成人者の意見もアンケート等で聞いて実

施をしておるつもりではございますが、もう少し成人者の意見を反映で

きるものがあったらというふうに思っております。 

それから、次のクの項目ですが、各種委員活動ということで、社会教

育委員、公民館運営審議会委員、図書館運営委員会、文化財保護審議会

委員等の活動状況を掲げております。初めての会でございました関係上、

会長、委員長を決めていただいたり、内容の今後の検討する課題、協議

事項等を話し合ったところでございます。課題といたしまして、他町の

実態をよく知るために、委員の市内の現地研修、施設も含めました市内

のことをよく知ってもらう委員研修も必要だろうというふうに考えてお

ります。 

次に、大きな（２）でございますが、地域の文化活動の進行というこ

とでございます。 

アの項目で、文化遺産の保護活用、郷土芸能の保存伝承事業というこ

とで、大きな項目としまして、文化財の説明板設置改修工事、資料館の

公開講座、企画展、絵画コンクール、芸能保存団体の補助、文化財調査

費いうのを掲げております。成果といたしましては、合併後、最初に安

芸高田市の至宝展というのを企画展で実施したところでございます。課

題といたしましては、文化財のパンフレットの作成を急ぐことが課題と

なっております。今まで各町ごとのパンフレットを使用しておるわけで

ございますが、一枚物の全体のものを早く作成したいというふうに考え

ております。また、説明板等これまでデザインいろいろそれぞれの町で

されておりました関係もありますので、そのデザインの統一も図ってい



 203

ったらというふうに考えております。 

次に、イの項目、文化芸術の振興事業でございますが、そこに掲げて

おります県民文化祭の関係、文化講演会、四季の里の企画展、芸術祭文

化祭、音楽演奏会等、さわやか子ども劇場等を揚げております。課題と

いたしましては、開催時期の調整等が必要であろうかというふうに思っ

ております。特に今年度につきましては、文化講演会の調整を図ったと

ころでございます。 

次に、（３）でございますが、国際化、情報化の対応ということでご

ざいます。アの項目、国際交流事業ということで、ニュージーランド交

流事業でありますとか、シンガポール交流事業、日韓交流事業を、主な

ものとして掲げております。これらの事業によりまして、国際感覚を養

う機会となったというふうに成果で見ております。また、課題といたし

ましては、国際交流事業を市内全体に広げていくことが課題であろうと

いうふうに考えております。 

次に、イの情報収集技能の取得支援事業でございますが、これは、Ｉ

Ｔ講習会でございます。次のページ137ページでございますが、ＩＴ講

習会の事業費をあげております。課題としまして、日程内容等調整した

いというふうに考えております。 

次に、大きな（４）でございます。決算書で申しあげますと、141ペ

ージからでございます。保健体育費の関係でございます。 

アの項目で、総合型地域スポーツクラブの推進ということを揚げてお

ります。課題といたしましては、今後クラブの会員数を増やしておくこ

とが課題であろうかと思います。 

それから、イの項目で子どもの体力づくりの推進ということでござい

ます。スポーツ少年団の活動補助でありますとか、子どもの体力向上実

践事業、16年度から３カ年事業で行います国の委嘱事業、それから、16

年度につきましては、さらに、全国で初めて実施を安芸高田市で行いま

した、タウンミーティングといった経費もそこに入っております。それ

から、スポーツエキスパート事業といたしまして、学校のクラブ活動の

補助ということで、２カ所のクラブ、２中学校のクラブの補助をしてお

ります。課題といたしまして、子どもの体力づくり、子どもの運動する

機会を増やすと、そうして生活習慣の中に取り組んでいく必要があろう

というふうに思っております。 

それから、（５）でございます。社会体育スポーツ活動の振興という

ことでございます。 

アの項目で施設の維持管理の関係でございます。体育施設の維持管理

経費とそれから維持費の関係で掲げております。大きなものとしまして、

サッカー公園の下流の排水路の改修工事でありますとか、美土里の照明

塔の屋外盤の改修工事等を揚げております。それから、一覧表で利用状

況の表を掲げております。グラウンド、体育館、テニスコート、プール、

柔剣道場等の利用者数を揚げております。今後の課題としまして、体力
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づくり、健康づくりのために施設を利用をしたものを実施していきたい

というふうに考えております。 

それから、次にイの項目でございますが、特色あるスポーツ活動・ス

ポーツ大会・イベントの支援ということで、そこに体育協会の活動補助

でありますとか、その他の活動補助、あるいは、教室講師の謝礼等を揚

げております。成果といたしまして、合併後の大きな大会もできたとい

うことが成果であろうかと思います。それから、課題といたしましては、

こういったスポーツ大会イベントが停滞しないように今後も支援してい

く必要があろうというふうに考えております。 

次に、139ページでございますが、指導者の育成ということを揚げて

おります。体育指導委員等の研修会での研修経費を上げております。今

後の課題といたしまして、指導者研修で取得したことを、市内に普及す

る機会を設ける必要があろうかというふうに考えております。 

以上で、生涯学習課の関係の説明を終わらせていただきます。 

〇渡辺委員長  この際、11時5分まで休憩いたします。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午前１０時５０分 休憩 

午前１１時０５分 再開 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

〇渡辺委員長  再開いたします。続いて、田丸吉田幼稚園長、説明を求めます。 

〇田丸吉田幼稚園長  委員長。 

〇渡辺委員長  田丸吉田幼稚園長。 

〇田丸吉田幼稚園長  失礼します。それでは、平成16年度幼稚園費につきまして、決算報

告をさせていただきます。 

135ページをお開き下さい。幼稚園費について説明をさせていただき

ます。支出済額3,078万2,486円のうち、主なものといたしまして、報酬

238万6,000円、それと、2,3,4は職員3人分の人件費でございます。続き

まして主なものといたしましては、委託料といたしまして、62万3,828

円、これは機械警備料38万9,340円が主なものでございます。需用費と

いたしまして、196万1,777円以上で説明を終わらせていただきます。 

〇渡辺委員長  以上で、説明を終わります。 

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

○熊 高 委 員  委員長。 

〇渡辺委員長  熊高委員。 

○熊 高 委 員  主要施策の関係から入りたいと思いますが、昨日までにもありまし

たように、決算でありますので、それぞれ合併をしていろんなすりあわ

せをした年度予算であるというふうなことも理解をさせていただき、

我々議会もともに認めてきての予算でありますので、批判をするという

よりか、いろいろ中身を確認しながら、今後に活かしたいというような

視点で質問をさせていただきたいと思います。 

         まず、学校関係の部分でありますが、まず127ページのＡＬＴの関係
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ですね。これは以前にも質問等で、教育長さんともいろいろ話をした経

緯もありますが、16年度の決算という結果がでた中での質問という形に

当然なりますが、5名という人数、この議論もしてきましたが、結果と

して、成果と今後の課題というふうな中にも、授業時間に差があるとい

うことも書いてありますが、そういった観点から、改善が必要であろう

というふうに書いてあります。こういった部分は、どういったところに

差がでてきて、それが、結果として、学校間の差につながってきておる

のかという、もう少し具体的な中身の評価があれば、お聞かせ願いたい

というふうに思います。 

         それと、その右の方にありますグラフですが、通過率という言葉が、

私ちょっと理解できないんですが、ここらの中身についてもう少し詳し

い説明をいただければというふうに思いますし、15、16、17年の結果が

出ておりますが、15年安芸高田市の部分でいえば、15年が高くて16年が

一端下がっておるというのは、県平均はクリアをしておるというふうな

話もありましたが、そういった流れについての見解があればお聞かせ願

いたいというふうに思います。 

         それと、英語教育にかなり力を入れて成果が出ておるということです

が、教育長にもお伺いしたいと思いますが、国際交流とかそういったこ

とも含めてですね、この英語教育ということ自体が目的ではなくて、あ

る程度いろんな取り組みをする手段であるというふうに思うんですね。

そういった観点が、ややもすると忘れがちになるかなという部分もある

んで、そこらの取り組みが、今後いろんな部分に出てくるかなという気

がしますんで、後ほど、教育長、ニュージーランドに行かれた関係も含

めてですね、そういった見解があれば、国際交流とはどういったもんで

あるかというのを、現地に行かれて感じられたこと、そういった部分も

少し触れていただいて、英語教育のあり方というものを、もし認識が今

回の訪問で変わった部分があれば伺いたいと思います。できれば、教育

長に、議会の方に、ニュージーランド報告というような形で、ご講演で

もいただければありがたいなという気がしますんで、全体の訪問団の報

告会もあろうと思いますんで、そこらにも、議会の方も是非案内をいた

だいて、話を聞かせてもらえる場があれば、さらに良いかなという気が

しております。 

         それと、学校教育全体の部分でですね、いろいろ、安芸高田の教育と

いうのは、かなり頑張っているという評価を、私も個人的にもさせてい

ただいておるんですが、これは、主観的なものが入るんでどうかと思い

ますけども、私の感覚で言えば、最近、あまりにも良い子になりすぎて

おるんかなと。それから、子どもらしさというんですか、荒削りな部分

が逆になくなってくるんかなと、具体的に言えば、大人の目を気にしす

ぎてこじんまりになってくる。逆に大人の目が届かないところで何かあ

ると。これは、全国的ないろんなものにもつながっているんかなという

気がしますが、そういった部分が、全体がうまくいっている中で見落と



 206

していく部分があるんではないかなという危惧をしておるんですね。そ

の辺の考えが全体を通してあれば、教育長なり、大下課長なり、お聞き

したいというふうに思います。特に、文化祭の発表会等、こういったも

のを、あまり長い時間は見に行けませんけども、顔を出す中で、私も高

宮なんで、高宮の地域の実態しかよくわかりませんけども、親がビデオ

を非常にとる風景が多いんですね、だから、この間船佐なんかは、船佐

は特に多いんかなという気がするんですが、20数台後ろにずらっと並ん

どるんですね。これは、どういうことなんかなと、他の学校がすべてそ

うでもないんじゃないかなと気がするんで、他の学校の状況とかがあれ

ば、教えてもらえればと思うんですが。そこで、私が感じるのは、親は

当然自分の子どもを中心に見るというのは、当たり前のことなんですが、

ビデオを通して、その子どもの姿を見るという姿になってるんかなと。

だから、全体の子どもをどう見るかという視点が欠けて、一点に集中し

て全体が見えていないというようなことにつながっていくんかなという

気がしておるんですね。これは、保護者の意識の問題になってこようと

思うんですが、その保護者の意識全体が、学校の雰囲気、あるいは、Ｐ

ＴＡの全体の雰囲気とかそういったものを醸し出しておるような気がす

るんですね。そういった部分を、穿った見方かもわかりませんが、少し

心配をしておるという部分があるんで、それについての見解があれば、

お伺いしたいというふうに思います。 

         文化祭といえば、幼稚園の方も、この間、初めて、吉田の幼稚園に行

かせてもらったんですげ、非常に手狭なんですね。場所が。私も中に、

奥の方まで遅れていったんで、入りませんでしたけども、そこらのスペ

ースの問題も含めて、定員よりか少し、人数も多いんですかね、今。じ

ゃあないんですかね。それにしては、保護者の参加率が多かったのかど

うかわかりませんが、そこらのスペースの問題も含めて、幼稚園の方は、

どう感じておられるのかということも、併せてお聞きしたいと思います。 

         とりあえず、そこで一端終わらせていただきます。 

〇渡辺委員長  答弁を求めます。 

         大下学校教育課長。 

〇大下学校教育課長  失礼いたします。ただ今の、ご質問についてお答えをします。 

まず、英語指導助手招致事業にかかわるご質問ですが、1点目でござ

います。どういったところに時間の差がでてきたのかということでござ

いますが、最初にお詫びを申し上げたいのですけれども、説明不足のと

ころもございました。これは、5名のＡＬＴというふうにしております

が、外国青年の招致ということで、5名といたしましたけれども、ここ

のグラフにあります成果につきましては、国際理解講師が1名おりまし

て、6名の英語に関する指導助手ということで尽力をいただきました。

その6名のＡＬＴ及び国際理解講師が1つの旧町の、今で言います教育分

室に位置づくということでございまして、例えば、吉田でありますと、

一人のＡＬＴが位置づくわけですけれども、中学校1校9学級ございます。
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それから、小学校が吉田小学校、可愛小学校、それから郷野小学校、こ

れが24学級、英語の授業を受けるのが24ということでございますけれど

も、このように非常に学級数が多い町に1名配置、逆に小中1校ずつの町

にも同じく1名配置ということで、その町にある学校、幼稚園保育所等

をすべてその1名が請け負いますので、結果的に時間差が出てしまった

ということでございます。 

         それから、2点目の通過率でございますが、これは得点というふうに

ご理解をいただければと思います。安芸高田市の平成15年度でいえば、

77.2点と、正解率が77.2点という捉えをしていただければというふうに

思います。 

         それから、3点目、16年度が下がっておるではないかというご指摘で

ございますが、これにつきましては、基礎基本の定着状況調査が、対象

学年が中学校2年生という学年が限定されております。ですから、平成

15年度の2年生、それから、平成16年度の2年生というのは、対象者が集

団として、1学年違うということがございまして、そういう関係もある

のかなと、詳細な分析をしておりませんので、大変申しわけないんです

けれども、学年によって若干力が違うということも影響していようかと

いうふうに思います。ただ、おっしゃっていただきましたように、どの

年度におきましても、県平均は一応クリアしているといった現状で、相

対として英語の力が高まっているというふうには捉えております。 

それから、これは教育長の方がお答えすればいいのかと思いますが、

子ども像の捉えを、教育長私の方が先に答えさせていただいてもよろし

いですか。私として、学校教育全体をどういうふうに捉えておるのかと

いうことでございますが、確かにご指摘のとおり、今の子どもたちとい

うのは、非常に問題行動も少のうございます。いろんな調査からも、言

われたことはきちんとできる、支持をされたことは、例えば宿題等やっ

てくると、そういう子ども像が浮かびます。これは、非常にいい点でも

あると捉えておりますが、課題といたしましては、自ら、わからないと

ころを調べようとか、自分は将来こんなふうな夢を抱いているんだとか、

そういうところの調査なんかにおきますと、やはり、率が少し下がって

くると、県と比べましても、将来の夢や希望でありますとか、自ら学ぶ

意欲のあたりが、課題として明らかになってくると、併せまして、ご指

摘をいただいた、いわゆる仮面性というのですか、ちょっと言葉がきつ

うございますが、実はこの前、平成17年度になってからの話なんですけ

れども、子どもたちが学校で見せる顔と、それから、家庭で見せる顔と、

その中間の、具体的に申しますと、児童クラブでありますとか児童館で

見せる顔が随分違うと、その辺を学校としては、捉えておるのかという

ご指摘をいただきました。一つの大きな問題意識として私も持っており

ます。今後そのあたりをしっかり他機関とも連携を深めまして、子ども

の様子を捉えて、施策を構想していきたいと、または、学校の方への指

導もしていきたいというふうに考えております。 
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私の方は、以上でございます。 

今の親が、集団の中での子どもを客観的に見られないというご指摘で

あったかと思いますけれども、これがビデオの姿でそのようなことが言

えるかどうか、断言は私にはできませんが、今、確かに、我が子しか見

ない親というのは増えておると思います。ですから、非常に苦情の電話

が、学校教育課直通、多うございます。それがすべてとは思いませんけ

れども、非常に我が子の姿しか見ていないということについては、私も

問題として感じております。だからこそ、特色ある学校づくりでも申し

上げたように、やはり、しっかり学校を、外に開いて、地域であります

とか、それから、それぞれの団体の皆さんでありますとか、というとこ

ろからですね、子どもをしっかり見ていただいて、学校と家庭とそして

地域、三者がですね、連携をして子育てをしていかなければいけないの

ではないかと、今こそまさに協働で教育をするということが大事なんで

はないかということで、学校にはしっかり開くように、学校を開くよう

にというような方向での指導をしております。 

お答えになりましたかどうか、以上でございます。 

〇渡辺委員長  佐藤教育長。 

〇佐藤教育長  先ほどの熊高議員の質問にお答えをしたいと思います。 

まず、先般11月26日から12月2日まで、高宮町のセルウィン町派遣訪

問団に団長として参加をさせてもらいました。私は一人でホームステイ

をした経験はございません。海外には何回か行かしてもらいましたが、

たった一人で、そこに2日間泊まるということについては、大変ですね、

不安をもってまいりました。しかも団長だから、多少は英語ができるだ

ろうという、期待もされとるんではないだろうかと思いまして、困った

ことになったと、もう一つ加えますと、皆さんが泊まっとるところは、

比較的町に家が近くにあるところですが、私はダーフィールドから44キ

ロ離れたところに連れて行ってもらって、そこでたったひとりおるわけ

でございますので、これこそ、話ができなかったら、これはどうしたら

いいかわからんという不安もございました。こういう話をしております

のは何かといいますと、英語が話ができないと国際交流はできんのだと

いうような頭をもって行ったんですよ。ところがですね、向こうの人も、

これまでに高宮町との交流の中で、ホームステイに高宮に来られたり、

あるいは引き受けられたりとかいう経験もある方で、私が単語で話をし

ましたり、あるいはジェスチャーで話をしましても、十分に話が、十分

とは言いかねるかもしれませんが、通じたと。あまり肩を凝らずに、普

段着で思い切ってぶち当たるということをしないと、日本人は、壁の人

と言われて、外国に行きましても、英語が十分できないもんだから、ず

っと自分が引き下がってしもうて、向こうの言われるままにされてしま

うというようなことがあるということを聞いたわけでございますけれど

も、今回行かせていただいて、1日目は、そうは言いましても、どうし

ようかと思いましたけれども、2日目は、かなり胸を張って、話をした
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んです。そしたら、ホームステイの方がですね、あなたは英語がよくで

きるというように話をしていただきまして、なんのことだろうかと思い

ましたけれども、まず、それが一番大きな経験です。要するに国際交流

する時に、全部はできていないと交流ができないんではなしに、体ごと

ぶつかっていろんなことをすれば、話は、人間対人間だから通じるとい

うものを１つ持ちました。しかし、単語を全く知らないということは、

非常に不便であるということわかりました。だから、英語を100点とら

にゃ行かれんというよりも、まあ、30点か40点取っておれば、外国でも、

ある程度は、動きはできるということを、一つは体験した。 

         2つ目は、遠い国だなという思いをもってまいりましたが、行って帰

りまして、ニュージーランドが、近い国に思いました。やっぱり人間対

人間の近づきということは必要なんだなというのを、２つ目は思いまし

た。 

         3つ目は、歴史の重さを感じました。これまで、平成4年から、ずっと

姉妹町縁組をされて、交流を相互にしておられますけれども、いろんな

とこへ行きますと、高宮町から参りましたというと、私は何年前に、高

宮へ行って、どこどこでホームステイをさせていただいたんだと、これ

は、1ドルほど安くしましょうという形で、クリームですが、羊の油か

ら取られとるクリームがあるんですが、それを、お土産で買いましたら、

これは高宮へ行ったときに、大変世話になったから、1ドルほど安くす

るということで、皆さん、私もあれを買えばよかったんですが、私は別

のものを買ったもんですから、安くしてもらえませんでしたが、皆さん

は安くしてもらって、それぐらいですね、高宮町ということについては、

長年の交流の中で息づいとるなということを思わさせてもらいました。

ただ、私たちは、日ごろ水を使うにしても、ふんだんに使っております。

テレビを見るにしましても、どこの家でもそうだろうと思いますけれど

も、至るところに１軒家に何台もテレビがあるだろうと思いますが、あ

そこに行きましたらですね、1軒家に、テレビは、私が行きました家に

は1台でございました。居間に1台、そこで皆でテレビを見ると、そして

時間が来たら寝る。顔を洗うにいたしましても、湯船に湯を溜めて洗う。

私らはザアザアザアザア流しながら洗いますが、そういうことはない。

風呂の水でも、シャワーを思い切りバッーと出して洗いますが、それは

チョビチョビする下で、どうやって尻の方を洗おうかのということも考

えながらでも洗うという、水を大切にする。そして物を大切にする。よ

そから来た人を、普段着で、本当に、来たら寿司をつくろうか、刺身を

出そうかということを考えなくても、普段着で、付き合われる。これが

私は本来の交流につながるんではないかなと思いました。 

         もう一つ、海外に行って心配なのは治安の問題です。ニュージーラン

ドに行きましたら、ほとんど、そういうふうな問題は、田舎の方ではな

いんだという話を聞かしてもらいました。そういう心配はないんです。

交流しましても、行って、行った人間がかどわかされるいうようなこと
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はないということを知りました。それぐらいですね、安定した状況にな

っております。ただ、犯罪が起こった時には、1軒家があって、その隣

の家が、1キロぐらい離れている。途中で何かあっても、目撃者がいな

いということで、犯人が捕まる可能性は少ないと、しかし、事件の発生

率は低いんだというように話を聞かせていただきました。いろいろ話を

いたしましたけど、要はですね、国を超えた交流を経験した人間と、そ

ういうことを経験していない人間は、大人になって、あるいは大人社会

でも、自分の思いを十分に相手に伝えたり、今からの国際社会の中に生

きていく、大きな自分の自信になりにくいんじゃないかなというのが、

私の感想であります。是非とも、一人でも多くの子どもたちがですね、

そういう日本においでてもらった時には、あるいは自分が行く時には、

そういうことの経験をすることが、今から将来ある子どもには、国際化

時代にとって、非常に大切であるし、そのことを通して、国際的な平和

な社会を築くいう人間にも育つようにも思いました。今回は、地域振興

会の推薦を得た人を中心にした団でございますけれども、帰りまして、

地域の人にも、ニュージーランドの様子について、報告をされるという

ことで、責任ももって参加しておられます。そのことがまた、地域のい

ろんな行事をされるうえでもプラスになるような気がいたします。 

         次に、子どもの姿についての、私なりの考え方でございますが、これ

はですね、文化祭のことも含めて、私の思いを申し述べさせてもらいま

すと、今、情報化時代ということで、コンピューターを使ってさまざま

な学習とか、いろんな勉強ができるということを言いますが、確かに便

利なんです。しかし、よく考えないと、表と、光があたるとこと影にな

る部分があるんです、常に。ですから、非常に効率的で便利はいいけれ

ども、影の部分で言いましたら、パソコンでのメールのやりとりで、佐

世保の小学校の子どもが、そのメールの文字だけで、相手の感じを全部

受け取ったために、非常に感情的な高ぶりで、同級生を殺すという事件

が起こりましたよね。非常に便利はいいんだけれども、うまくその機械

を使いこなすというマナーとかモラルとかいうことも、一緒に教えてい

かないと、便利さだけで、効率さだけでいってしまって、人間というも

のを見失うようなことがあるんじゃはないかと、それはやっぱり教育の

中でフォローしていかなくてはいけないというように思うんです。 

そういうことから考えますと、今の子どもたちは何年か前に全部茶髪

で保護者が学校へ参加をして授業を見ないと、落ちついて授業が受ける

ことができないという大変な時代もありましたが、今は、そんなことは

ありません。今はそんなことはないといいますのは、先生方も指導もう

まくやっておると思うんです。やっておると思いますが、そういうこと

はないんです。ただ、それだけでは、やっぱり元気のいい子どもの姿は

見られないということで、今、安芸高田の教育の中で取り組んどるのは、

夢と志。夢を持つこと、もう1つは、自分の生き方をそれに結びつける。

志を持った活力ある子どもということで、体力づくりにも、及ばずなが
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ら少しずつでも、取り組んでおるというのが実態でございます。良いと

ころもありますが、やはり課題も。それを、お互いに克服していくとい

う教育の中で、営みをしていく必要があると思っております。長くなり

ますが、ビデオのカメラの放列でございますが、文化祭だけでなしに、

どこにいきましても、運動会でも、カメラの放列です。我が子だけしか

見ないという課題もあると思います。しかし、我が子も見ないというこ

ともある中で、我が子を見ていただいて、それを家で運動会に来れない

お年寄りに見てもらって、家でそれを家族団らんの一つの材料にすると

いうことも、大切なことだというように思うんです。はじめに言いまし

たように、表と影があるということは、両方良いことがあるわけで、片

方だけにかたよるというような社会にしないように、それをうまく利用

するということを、我々が今から子どもの、今から大人になる子どもに、

教えていく必要があると、このように思っております。 

         幼稚園の部屋がどうだろうかということがございましたが、私も行き

まして、幼稚園の数、確かに、定員には満たっておりません。しかしな

がら、子どもがわいわい活動する中で、あの部屋で十分だろうかという

ことになると、先ほど話がありましたように、まだまだ、もうちょっと

伸びやかなことができる。あるいは、保護者も、多く参加できるような

ことができるということも考えていく必要もあるようにも思います。 

以上でございます。 

○熊 高 委 員  委員長。 

〇渡辺委員長  熊高委員。 

○熊 高 委 員  専門的な言葉も含めて私の質問をうまくまとめていただいたような

気がしておりますが、ＡＬＴの件は、いろいろ取り組みをされて、試行

錯誤という部分もあってここまできたと思いますけれども、要はＡＬＴ

についても、最終的には人材だというふうに思うんですね。ですから、

早く、3ヵ年の任期を全うせずに帰ったような人もおるというような話

も聞いておりますが、そこらの選考基準ですね、そういったものも含め

てどんなふうに今後もしていくんかという部分もですね、大きな課題で

あろうと思うんです。かなり、歴史の中で、その選考というのもうまく

行きつつあるんだというふうに思いますけども、高宮に関して言えば、

ずっとニュージーランドから来ておったのが、今年初めてアメリカにな

ったのですが、随分心配をしておりましたけれども、アメリカでもいろ

んな人がおるんだなという気がしましたが、本当にすばらしい人がきて

もらっていますが。まあ、ああいったすばらしい人が来ることで、ＡＬ

Ｔの価値も数段上がってくるんかなという気がしますんで、そこらの選

考という部分をしっかり今後もやっていただくということと含めて、や

はり各町に1名ずつおるというのが、一番良いのかなという気がします

んで、16年度の結果を踏まえて、そこらも検討課題として捉えていただ

きたいということで要望しておきます。 

         それから、子ども像という、大下課長、仮面性というんですかね、そ
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ういった、まさしく、そういった感じの言葉がぴったりするんかなとい

う気がしておりますので、そこらを、広い視点で我々も大人がしっかり

見る必要があろうと思いますが、ビデオの件に関して言えば、結構ビデ

オを撮っておる人は、何かの拍子で皆が拍手する時も、撮ってる人は拍

手もしてないというような状況も多いんですね。だから、教育長が言わ

れるように、その持って帰ったビデオで、家庭の中でいろんなまた会話

が始まるという、そういった面も確かにあるなということで、改めてそ

ういった視点も感じさせていただきましたが、もしできることなら、Ｐ

ＴＡとかがまとめて1台か2台で撮ったものを編集してダビングしてあげ

るとかですね、いうことが効率的にもいいでしょうし、やっぱり集中的

に自分の生の肉眼で子どもの全体の姿を見るという方向の方が望ましい

んじゃないかなという気がしますんで、そこらいろいろとＰＴＡとか学

校とか、いろんな考え方があろうと思うんで、そこらもいろんな場で、

話題にのしてもらいながら、今後の検討をしていただくということで、

これも要望しておきたいというふうに思います。 

         最後にニュージーランドの件をいろいろ聞かせていただきまして、い

ろいろと多くのものを感じ取って帰っていただいたんだなということを

感じさせていただきましたが、そこで136ページの国際交流を全体に広

げていくというふうな、課題があるというふうに、16年度に整理をして

ありますよね。そこのニュージーランドに、教育長、行かれた中で、18

年度あたりからそういった取り組みにつながっていくんかどうか、その

辺の見解があれば、今はまだ時期が早いかもわかりませんが、教育長の

現在の見解があれば、お聞かせを願いたいたいということと、もう一点、

これは先ほどしておりませんでしたが、138ページの特色あるスポーツ

活動という部分ですね。これの課題としては、停滞をしないようにする

ということですが、昨日の産業振興部の決算審査の中でもあったんです

が、サンフレッチェとか湧永のハンドボールとか、そういったものを含

めて、観光課が所掌しとる部分もあるんですね。そこらとの横の連携縦

の連携というのをうまくやるというのが必要じゃないかなというような

議論も昨日あったというふうに思うんですが、そこら教育委員会とそこ

らの観光振興部との連携とかですね、そういったいろんな連携というの

が必要ではないかと思うんですが、ここは教育委員会の所掌だからとい

う形でなしに、いろんな視点でそこらの連携ができるような取り組みを

することが、この停滞ということのないような取り組みになるんかなと

いう気がしますんで、そこらの見解もお伺いしたいと思います。 

以上です。 

〇渡辺委員長  佐藤教育長。 

〇佐藤教育長  このたび、ニュージーランドに行かせていただきまして、最初にで

すね、セルウィン町の町長さんとお会いをいたしました。安芸高田市の

児玉市長さんのメッセージも携えてまいりました。中で、合併前に児玉

町長さんがニュージ－ランドの方へ行かれまして、そこで、安芸高田も
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合併をするんだと、高宮町も高田郡内で合併をして新しくスタートする

ことになるけれども、引き続いて交流はしてもらえるもんだろうかとい

う話をされましたところ、それは、これまでどおりの交流をしますよと

いう話はあったんです。私もそのことを再確認をさせてもらうというこ

とで、セルウィン町の町長さんに、前もってこういうふうなことで行か

せてもらいますということを話をさせていただいて行かせていただきま

した。結論から申し上げますと、これまでは高宮町の方ばかりでの交流

であったが、合併して安芸高田市に高宮町もなったんだから、枠を広げ

てですね、他の町の、高宮町以外の方からも、ニュージーランドとの交

流に参加していただくことについては、オーケーですよと。ただし、中

心はやはり、今までの歴史がありますから、高宮町をというのを確認し

ながらしてもらいたいという思いは強うございました。具体的な人数に

つきましては、これからお互いに、実はですね、ホームステイをすると

いいましても、おいそれといつでもどこでもというような状況にはなか

なかないわけでございまして、こちらの方からお願いをせにゃあいけん。

今年はですね、今年はいいますとあれですが、3月に青年の一般の分が

行っとるんですね。それからまたね、学校も3月に行っとるんですよ。8

月にまた中学校が行って、また、このたび私らが行っておりますから、

1年のなかで4回引き受け取ってんですよね。セルウィン町の方が。ホー

ムステイを。そうするとね、セルウィン町の方から言えば、1年に高宮

町の方から4回も、それは時期を変えようということでそうなったんで

すよ。今までは、ニュージーランドが春先のときに行っておったんです

よ。それでは、ニュージーランドも困るということがあって、冬の時期

もニュージーランドもいいから、冬にもお出でてくださいということに

なったもんですから、この8月に、行かせていただいて、また、私らが

おじゃまをするということになったから、2年分を今年やったというこ

とになるんですけれども、ホームステイを受ける場合でも、どこでも良

いというわけにはいかんのんで、その辺については、もうひとつ折衝を

させていただきたいと思いました。 

         もう1つ、ダーフィールドハイスクールという向こうの高等学校と、

そして、高宮中学校が姉妹校縁組をしております。これにつきましては、

安芸高田市という公立の中学校の全体の枠で交流をさしてもらいたいと

いうことを話をしましたが、結論から申し上げますと、最大限来ても、

15名までですよと。それ以上は、なかなか私の方で引き受けるとしても、

難しゅうございます。ただし、これもセルウィン町から安芸高田市の方

へお邪魔をするときでも、今までの歴史があるので、一遍に他の中学校

と交流ということではなしに、高宮中学校を中心にしながら、次第に枠

を広げていくという方向での、動きをしてくださいということでして、

具体的には、宿泊費等々の問題もございますので、今から文書でどうだ

ろうかというお互いの打診をしまして、そして議会等の、向こうは学校

運営協議会というのがありまして、学校そのものは町とは全く独立しと
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るんです。国立なんですよ学校が。要するに日本でいえば文部省の直轄

なんです、学校そのものが。だから、町がどうじゃこうじゃという補助

金一辺もないわけでして、そこで独自でやっておる。学校運営は誰がや

りよるんかといいますと、ＰＴＡとか、保護者の代表とか、学校の先生

とかいう、学校運営協議会、要するに私立の学校が理事会を開きますよ

ね、そういう形で運営をしておられるので、そこの合意がないと、校長

独自でオーケーというわけにはいかんのんです。いう話がございました。

私もですね、教育長として来てとるけど、教育委員会の合意がないと私

もオーケーとは言えんし、議会の同意も得ないとこのことについては、

前へ進まんので、そういう点については、十分文書でやりとりをさせて

いただいて、最終的に、枠を広げられるような方向でお互いに考えさせ

てもらいましょうということで、帰っておりますので、次年度につきま

しては、少しでも枠を広げてお互いに、訪問ができるような方向を、教

育長としては考えたいなと、そして、安芸高田市のいろんな学校からも

交流も進めたいし、向原町がシンガポールとの交流もしておられるんで

すね、メイフラワー中学と。それもありますから、それらも含めてです

ね、総合的に国際交流のあり方についても、教育委員会としてある程度

のプランはつくりましたけれども、それを踏まえながら、前に進めてい

きたいという思いを持っておる。今現在の思いでございます。 

以上でございます。 

○河野生涯学習課長  委員長。 

〇渡辺委員長  河野生涯学習課長。 

○河野生涯学習課長  サンフレッチェでありますとか湧永のスポーツクラブとの関係、商

工観光課との横の連携というご質問でございますが、湧永のスポーツ大

会、それから、サンフレッチェのスポーツ大会、Jリーグの試合と、そ

のほかいろんな行事がございますが、教育委員会といたしましても、先

般11月でございますが、サッカー公園で行われましたサンフレッチェの

選手とのふれあいサッカー等に、教育委員会あるいは商工観光課、その

他の団体等協力しながら進めているところですが、湧永の試合につきま

しても、観光課の方で看板等の整備をされております。今後も一層連携

をとりながら、進めさせていただきたいと思っております。 

以上でございます。 

〇渡辺委員長  他にありませんか。 

〇藤 井 委 員  委員長 

〇渡辺委員長  藤井委員。 

〇藤 井 委 員  1点お伺いいたします。 

教育委員会3課それぞれ、事業に取り組んでいただいております。予

算を見ますと、教育委員会20億の予算に基づいてですね、それぞれ、執

行いただいとるわけですけど、不用額が5千万強出てるわけですよね。

不用額がいけんということではないんです。財源の意味からいえば、不

用額どんどん出していただいても良いと思うんですけれども、この主要
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施策に関する説明書のさまざまな3課にわたる課題、そういったものを

見ると、ハード面またはソフト面でいろんな課題が山積してる中で、ま

だまだ取り組まないといけないものがあるわけですよね。そういった中

で、これだけの不用額が出てるということは、事業執行がどうであった

んかと。今申し上げますように、ハード面ソフト面においてもですね、

あるいは、一長一短にすべてできるわけではございませんし、年次計画

等をたてて、執行していかないといけないと。今、全国的にもいろいろ

教育、子どもさんの問題等、大きな問題がでておりますけれども、そう

いった部分で、特にソフト面の充実ということろに行かないといけない。

また、ハード面におきましても、それぞれ、施設の老朽化といいますか、

いうことで、いろんな予算が私は必要な部分が大きいんではなかろうか

と思うわけですが、そういった部分での不用額出てるところでですね、

16年度の決算ということで、教育長の方から、そういったご説明、また

今後の取り組みについてですねお伺いしたいと思います。 

〇渡辺委員長  佐藤教育長。 

〇佐藤教育長  一番私が気にしてることを指摘されたという気がいたします。冒頭

ちょっと話をいたしましたけれども、16年度の予算編成に当たりまして

は、各町でもうそれぞれベースをつくって、そして、それを重ね合わせ

ながら予算編成をしましたけれども、それを、例えば、外部講師を雇う

ときに、学校管理費の中に入っておるのか、あるいは別の項目に入っと

るんか、十分にわからないところがございまして、最後にやってみたら、

重複してでとったんだというようなことがあったためにですね、大変ま

ずいという予算になって、結果的には片方で使うものですから、片方が

二重になっとったということがあったりなんかして、余ったということ

があったんですよ。これは、17年度は絶対にそういうことがあってはな

らないという思いで予算編成をさせてもらいました。もう一つは、いろ

いろ講演会がありましたよね、有線放送のなかで、高宮の田園パラッツ

オであったかと思えば、甲田のミューズで1週間をおいたらあると。何

とか整理をしたらどうかとかいう話もございました。あるいは、教育分

室でやるスキーの講習会なんかで、ここの町もやりよる美土里もやりよ

る八千代もやりよるという、それはひとつのところでやったらどうかと

いう話もありました。だから、文化講演会なんかにしましても、今年は

八千代で海老名みどりさんをお招きをいたしまして、そこで集中して、

文化講演会というのをやったんですが、八千代のフォルテが満杯になる

という状況で盛況だった。いろんな行事も精選する中で、集中して投入

することができるというような方法で、17年度はいかしてもらっており

ますが、それは16年度のまとめをする中で、16年度の3月にまとめをす

る中で、これはいけんということも踏まえて17年度予算編成をさせても

らっとるということがありますので、その至らなさということについて

は、重々反省をさせてもらいたいと思います。 

ただし、今指摘がございました、施設設備の老朽化の問題でございま
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す。耐震化の問題につきましては、今年度ですね、学校施設について、

特に耐震化の調査ができてないと。国の厳しい指導もございまして、優

先度調査というのを先般終了いたしました。それに基づいて、優先度調

査というだけでは、どのように耐震化をするかという診断をするかとい

うことは決まりませんので、今は、どこから最初に19校、19校ありまし

ても、1つの学校に2棟あったら、体育館と校舎があったら、2つになる

わけですので、これをどこからやればいいかということについては、大

学の先生等の力を借りながらですね、その優先度調査プラス専門的な建

築家の話を聞かせていただいて、耐震化を進めるための、さらに優先度

調査の結果をだしていきたいと言う検討。それに基づいて、まずは、耐

震化ということに、順番に。かれこれ、700万くらいかかるんです。1階

の校舎を耐震診断をするためには。ですから、1校について700万。それ

を無駄にするわけにはいきませんから、その耐震化の調査をして、そし

て、それに基づいて、国の方へ大規模改造をしたら、3分の1が補助がも

らえるという、補助にのってやりたいという計画でおります。そういう

計画を立てながら、着実にそういう面も進めてまいりたいというように

は今のところ考えておるとこであります。それから、子どもの安全等に

つきましては、これは学校だけの力で守ることができません。藤井議員

がそのときでしたか、防犯ベルを子どもに携えたらどうかという話があ

ったんです。その時は私も予算がかかることではあるし、どうだろうか

ということで、笛を各学校へ配ったらどうかというようなことで、話を

しておりましたが、安全推進室ができたということもありまして、一気

にですね、全児童生徒に防犯ベルを持たしてもらうことができました。

あのときのヒントは、あのときに話をしていただいたことで、そのヒン

トでそういうふうになったわけでございまして、至らんところがあるし、

予算権を私も全部持っておるわけではございませんので、お願いせにゃ

あいけんという立場にもありますから、なかなかすぐはようせんという

ところもございますけれども、いろいろと議員の皆さんからいただきま

したことは参考にしながら、子どものために頑張っていきたいとこのよ

うに思っております。 

以上であります。 

〇渡辺委員長  この際13時ちょうどまで、休憩をいたします。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午前１１時５０分 休憩 

午後 １時００分 再開 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

〇渡辺委員長  再開いたします。質疑はありませんか。 

〇岡 田 委 員  はい。 

〇渡辺委員長  岡田委員。 

〇岡 田 委 員  成果表の127ページでありますが、同僚議員がお尋ねしたことも、関

連すると思いますが、ＡＬＴの英語の学力を上げるためというか、そう
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いう英語の国際理解教育ということで行われたんですが、その成果は下

の方に書いておるとおりでよろしいと思いますが、生徒の評価もですが、

この効果が教職員にどのような効果があったということが出てないんで

すが、その点は、どのように思われているのかひとつお尋ねするんと。

ご承知のとおり合併前は、特定団体の関係の教育が、広島県は特に変更

したということで、時間内の学校の先生の研修が、解放教育ということ

でどんどんやられた時代がありまして、今日では、それはないとしまし

ても、反面今度は是正するというこで研修があるんではないかと危惧す

るんですが、その点は特別に市内では行われてないのかどうなんか。特

に担当される小学校の教員に対しましては、私が、県内で聞くところに

よりますと、しょっちゅう、解放教育はなくなったんですから、逆にそ

れを強かった学校に対しては、教員の再教育いうんですかね、どっちの

研修かわかりませんが、担当の職員が週に2回くらい研修させられると

いうことを聞いたんです。本市ではないとしましても、よそではあるん

ですが、本市はそんなことがないんかどうか、その2点お尋ねします。 

〇渡辺委員長  質問の途中ですが、午後、小野委員さん、体調不良のため欠席でご

ざいます。 

         答弁を許します。 

         大下学校教育課長。 

〇大下学校教育課長  ご質問にお答えをします。 

1点目の英語活動に関わっての教職員の評価という点でございますけ

れども、数字でデータをとっておりませんが、やはり、中学校は当然教

科担任、英語の教員がおりますので、ＡＬＴあるいは国際理解講師の方

の力を借りるというのは、非常に専門的にやらなければならないことで

あります。小学校においては、この英語活動というのは、担任が本来指

導してやらなければいけないのでありますけれども、現状としては、ど

のようにこの英語活動を進めていいかわからないという課題を抱えてお

ります。ですから、ある意味負担感というものもあろうかと思います。

16年度もそうでございました。ＡＬＴあるいは国際理解講師に、全く任

せっきりという学校も正直ございました。そのことが、ＡＬＴや国際理

解講師への負担を強いていたという現状もございます。ですから、評価

ということで言えば、やらなくてはいけないことというのは良くわかっ

ているし、これからの国際社会を生き抜く子どもにとって大事な学問だ

ということもわかっているけれども、どのようにして、この英語活動を

進めていったらいいかということについては、今、非常に課題として、

先生方は捉えておるというところだというふうに分析をしております。

17年度になりまして、３回英語活動の研修会等をもって、これからも

徐々に進めていこうというふうには思っております。これが１点目です。 

         それから、２点目の是正指導ということでありますけれども、特別に

是正指導に関わる研修を特定の職員に対してやるということはございま

せん。うちの場合は。是正指導の本質というのは、法令遵守、教育の中
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立性の確保というふうに考えておりますので、今、学習指導要領に則っ

てやらなければいけないとこを、学校の方で進めてもらっているという

ふうに思っております。 

以上でございます。 

〇渡辺委員長  他に質疑はありませんか。 

〇入 本 委 員  委員長。 

〇渡辺委員長  入本委員。 

〇入 本 委 員  何点か成果表に基づいて質問させていただきます。 

先日ですね、産業振興部の観光課の方でですね、ページで言えば106

ページのところに、資料館デジタル化とかですね生涯情報とかいうのを、

先ほど教育委員会の方でも説明があったようなんですが、ここに事業説

明が載ってるのと、教育委員会の方との関連はどういうふうになってお

るんか、ちょっとこの、関係あるのかないのか確認したいのが１点とで

すね、それから、126ページですけど、学校施設の設備充実の中でです

ね、耐震化はもちろんのことですけど、今学校行事を、開放行事をよく

やられてですね、体育館の放送設備が非常に聞きづらいと、いうのを私

も体験したわけなんですが、そのあたりはどういうふうな課題をしてお

られるんか。それとも課題になってないのか。それから、耐震について

は、やはり、この問題はですね、ただ、現在の学校をすべてするのか、

それとも、将来に向かってですね、先ほど教育長言われてた計画のもと

にですね、統合も頭に入れてやられるのか。それとも、統合を考えずに

やっていく上においては、先ほど予算がここでは420万円で実施されて

ますけど、何カ所あって何パーセントの進捗状況で、何年後に終了する

という目安がないと安全安心面からいうても、非常に不安感を与えるん

じゃないかと思いますので、その点の学校施設について伺うものでござ

います。  

それから、132ページのですね、図書館活動でございますけど、現在

図書館も第２庁舎に関係するわけなんですが、図書の購入費が非常に充

実充実と言いながら、各図書館とも非常にこの金額でいいのかどうかい

うのも、購入数に見ても、非常に少ないような気がするわけなんですが、

それでなおかつ子どもさんを利用さすんだという、その矛盾した数値が

並んどるように思うわけなんでございますが、現在にも、この問題の中

にも、16年度には、将来建てられる図書館の、吉田に建てようとされと

る図書館についての課題も多少、課題になってもいいんじゃないかと思

うんですけど、これが、今日の明日のようなことでは、計画書ができな

いと思うんですけど、そのあたりを伺うものでございます。 

それから、134ページのですね、博物館等のところの、吉田資料館と

八千代が載っとるんですけど、残念ながら、甲立にも資料館がここにも

入るんではないかと思うんですが、甲立の資料館には、多分来店者がゼ

ロではなかったろうと思うんですが、やはり、管轄しとる以上は載す必

要があると思いますし、以前にも質問させていただいたんですが、老朽
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化の面からいったら、順次改修していくというふうにうたってあるんで

すが、やはり、位置づけがここの報告書では見えてこないんですが、そ

のあたりの位置づけを伺うものでございます。 

それから、135ページの同じく、成人式の開催ですけど、参加する機

会をつくるのも、74.2％というのが旧町時代に対して出席率がどのよう

に変動しとるのか、その点が、敬老会においても、一括してやらないけ

ど、振興会等の成人式と福祉と教育委員会と体系が違うと言われればそ

うなんですが、一括したために、パーセンテージの出席率がどういうふ

うに変化しておるのか、この具体的な課題が、アバウトでちょっと見え

てこないんですが、そこらを出席率の問題と、どういうところに、参加

する機会をつくることと、検討していくというのを具体的にどういう内

容のもんか伺うもんでございます。 

それから、136ページのところにですね、課題の中に、文化財パンフ

レットを作成することや説明板のデザインを統一することが必要である

というふうに書いてあるんですが、私も、前回の一般質問のときにです

ね、既に教育委員会も御存じかと思うんですが、産業振興部がですね、

商工観光という形ですね、ここに、ふるさと紀行という、これが観光マ

ップかいのという私が疑問を抱いて質問をしたこともあったんですが、

これを広げると当然その故郷の歴史、これはどちらかと言えばですね、

教育委員会が発行するような資料ではないかというふうに見るわけなん

です。そうすると、こういう既に発行されとりながらですね、そのパン

フレットをつくる場合はですね、横の連絡というのを観光課とですね教

育委員会のダブりの分野もあるように思うわけなんですよね。横の連絡

がとれてないんじゃないかと。もし、そういう課題があるなら、こうい

うものも、発行するまでに、やはり、教育委員会も絡んでやらなきゃい

けないと、この問題については、中身については、クレームつけたこと

があるんですが、そのことは別としてですね、ここにパンフレットとい

う課題がでるんですが、このほうのような位置づけとか、ここらとの連

絡は教育委員会がまったくタッチせずに、ふるさと紀行いうのができる

わけはないと思うんですが、そのあたりを聞くわけでございます。 

それから、138ページの、私らも体育系ですので、主な社会体育の施

設利用とでとるわけですが、こういう場合は、八千代中央グランド13施

設他17,320円、これでは、どの地域がどの町が、施設利用が振興しなき

ゃいけないかというのが見えて来ないと思うんですね。これは、資料を

お願いしたいんですが、どんな種目をどの地域でどれだけの人がやって

おるか。この積み上げたものの資料をお願いしたいと思います。総合的

にですね、教育委員会も先ほど申しましたように、福祉保健課それから

観光課、先ほど交流なんかがあったんですが、防府市なんかはまさに教

育の方の分野ではないかのような、それから、キャンプ場なんかでもで

すね、収入を得ない、利用料を取らないようなところは、どちらが担当

すればいいかという、やっぱし、まだまだ横の連絡が足りてないような
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気がするわけなんですが、そのあたりを、このたびの予算編成において

もですね、持ち合わせでダブってるところにいろんな問題があったわけ

ですが、16年度の課題がどのように17年18年に、各部との連携がとれて

いるか伺うものでございます。 

以上です。 

〇渡辺委員長  ただいま入本委員の質問の中で、138ページの体育施設の利用状況の

資料提供についてご意見があったんですが、委員会として、資料提供を

求めましょうか。 

○明 木 委 員  委員長。 

〇渡辺委員長  明木委員。 

〇明 木 委 員  前年比をつけて出してもらえばと思うんですけど。 

〇渡辺委員長  ただいま、加えての資料提供があったんですが、委員会としての計

らいを。 

       〔意義なし〕 

〇渡辺委員長  それでは、後ほど、資料提供請求をしておきます。 

         それでは、答弁を許します。河野生涯学習課長。 

〇河野生涯学習課長  それでは、お答えをさせていただきます。 

１点目の先日行われた商工観光課の説明の緊急雇用の関係でございま

すが、決算額で、この部分、数字としてでておりません関係上、ここに

載せていなかったわけでございます。ご理解いただきたいと思います。 

         それから、体育館等のマイク設備でございますが、社会体育で、大会

の開会式でありますとか、閉会式でありますとか、利用することが多い

わけでありますが、不備な点のところは徐々に修繕はしておるつもりで

ございますが、まだ、行きわたらないとこがありましたら、改善をして

いきたいというふうに思っております。 

         それから、図書館のことでございますが、図書館の購入費につきまし

て、各館ともばらつきがあります関係もありまして、購入の状況はお手

元の資料の一覧表のようになっておるのが現状であります。また、吉田

の図書館の今後の建て替えということにつきましてのものが載ってない

ということでございますが、16年度の数字ということで、ご容赦願いた

いと思います。 

         それから、郷土資料館、甲田の郷土館がもう１館ございますけども、

こちらもこの資料の中に載せてないというご指摘でございますが、主な

ものといたしまして、載せていただいたものでございます。洩れており

ます点ご理解いただきたいと思いますけども、甲田の郷土館につきまし

ては、老朽化でありますとか、雨漏りでありますとか、いろんな修繕を

要していく必要のある施設でございますが、入館者につきましては、昨

年度、１週間の水曜日だけ開館ということもございますが、小学生の利

用者の110名の人数でございます。ということで、今後この館の運営に

つきまして、いろいろとご質問もいただいているところでございますが、

この館運営について検討をしていく番だというふうに思っております。 
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         それから、成人式の件でございますが、確かな数字ではございません

が、出席率につきまして、我々も、第1回目ということもございますが、

合併をしてから、出席率が下がってはいけないという思いの中で、講師

の方に、セインカミュという若い人に人気の方をお招きをして、そうい

った出席も促していきたいという思いで実施をしたわけでありますが、

はっきりした数字は今手元に持ち合わせていませんが、合併以前と比べ

て極端に下がったということはない数字だというふうに考えております。 

         成果と課題の関係でございますが、どういったことなのかというご質

問でございますが、今の若い方、20歳の方が、喜んでもらえる成人式は

どうあったらいいのかということが、毎回我々計画をするときに悩ます

ところでございますが、その実施をするにあたりまして、実際の参加す

る成人者の意見を、十分取り入れた方が我々大人といいますか、仕掛け

る方としましても、中身がより参加者が満足できるものをやっていきた

いという思いで、課題としてあげておるところでございます。 

         それからパンフレットの関係でございますが、商工観光課の方から、

パンフレットについては協議がございました。ここに掲げております、

課題のパンフレットにつきましては、市内に205件の指定文化財がござ

います。そういったものを1冊にまとめるようなパンフレットといいま

すか、冊子に近いパンフレットでございますが、そういったものを作成

したいという思いでございます。 

         それから、138頁の一覧表につきましては、前年対比ということにな

りますと、日数をいただきたいというふうに思っております。 

それから、全体的なご指摘の各部との連携につきましては、今後も関

係課といろんな形で進めてまいりたいというふうに思っております。よ

ろしくお願いいたします。 

以上でございます。 

〇渡辺委員長  上川教育総務課長。 

〇上川教育総務課長  学校の体育館の放送のことがあったと思いますが、学校の校内放送      

等で、汚くなったりしてあるところがありましたり、そういうのを優先

的に治しております。聞きにくいところがありますれば、順次そういう

のも、治していく必要があろうかと思っております。 

         それから、耐震化の件でございますが、午前中の教育長の答弁にもご

ざいましたように、昨日、安芸高田市立小中学校施設耐震化推進計画策

定検討委員会という委員会を立ち上げました。今年度、学校施設の耐震

化優先度調査という調査をしております。対象の建物は、小学校、中学

校の校舎、それから体育館で、昭和56年以前に建てられたものでござい

ます。棟数にしますと、計21棟を、このたび業者の方で調べてもらいま

して、コア抜き等をしてもらったり、現地へ来てみてもらったり、調査

をしてもらいまして、その優先度の結果をもらっております。これは、

業者の方が、文科省が示しておりますその調査項目に則って調査をした

ものでございます。順位はどれが1番2番というふうに、業者としてつけ
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ておるわけでございます。ただ、業者のつけておる順位がですね、その

まま今度次の年からやります、耐震化の調査でありますとか、設計であ

りますとか、工事でありますとかいう方へそのままいくというわけでは

ありませんで、検討委員会の方で、市としての順位付けにどういうこと

を加味するかというようなことも踏まえてこれから検討委員会の方で順

番を決めていくということにしております。耐用年数の到来しているも

の等が、それに近いようなものもございますので、それをどうしていく

かとかですね、修理するよりは、建て替えた方が、改築した方がいいん

ではないかというような点でありますとか、地域の避難施設としての重

要性でありますとか、同じような建物である場合には、そこが壊れたと

きに人的被害がどの程度あるかとか、いうようなことも勘案しながら、

耐震化の優先度を決めていこうというところでございます。 

私の方からは以上です。 

○入 本 委 員  委員長。 

〇渡辺委員長  入本委員。 

○入 本 委 員  最初の方の説明で106ページの説明が、十分聞き取れないのか、私の

理解力がないのか、もう一度、再度答弁をお願いしたいと思います。そ

れから、132ページの図書館については、購入数等は、それを見ればわ

かって、本当に教育委員会として、今の課題を掲げられとる問題が、こ

ういう状況でいいのかどうか。将来に向かっての16年度の反省がわから

ないんですね。その点をもっと具体的に鮮明に言っていただけないと、

ちょっとここまで聞き取れないんで、その2点は再度答弁をお願いしま

す。それと、成人式はもう17年度も行われたわけですよね。そのときの

出席率は何％で、こういう16年度に問題を抱えとったら、アンケートな

んかも取られとるんじゃないかと思うんですが、そこらあたりの問題点

も、どういうものが出とるかが、実施されたかどうか、17年度のことを

きくわけではないんで、16年度の反省のもとに、17年度の出席率はわか

ったと思いますので、その中で対応としてどういう手段をおえられたか

というのを、これは済んでいますので、伺いたいと思います。 

         それから、耐震化のことは、今、検討委員会等がありましたという形

で伺ったわけですが、年度を、計画ですから、3年以内5年以内10年以内、

長くなればなるほど、危険性が増すわけですが、そこらの計画は、いつ

ごろできるか、お答えいただければよろしいかと思います。 

         それと、甲立資料館ですけど、110人はほとんど生徒ということにな

りますと、やはり、学生の場合は、今の甲立に頼らす、資料館にある資

料はほとんど目にしない状況であるんですね。日本の文化を、先ほど教

育長も文化というものを言われましたけど、日本の文化には、目に接し

て、百聞は一見にしかずということわざのとおり、非常に、ものは価値

観はないかもしれませんけど、教育上の上においては、非常に価値観の

あるものだと思いますので、その検討いうのは、前向きに検討するのか、

そこらの意気込みがですね、今の答弁の中で、我々は、伝わってこない
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わけなんですね。そこのあたりを、どのような検討をしていくのか、現

状維持でいくのか、それとも移転して吉田の資料館の方の位置づけにも

っていくのか、そういう前向きな案を言っていただくというのが、反省

を踏まえて、また、予算もかかることですので、そのあたりの方向性を

示していただくのが、筋ではないかというふうに私は思うわけなんです

が、その点を伺います。 

         それと、もう1点、開かれた特色ある学校づくりをされるのはいいん

ですが、先ほど同僚議員も言ったんですが、先生が、非常に残業をされ

てると思うんですね。その点、生徒にゆとりもなくし、先生自身がゆと

りがなくなって、非常に外部から見とって、デスクを一緒にともにして

るわけじゃないんですから、わからないんですが、多分、これだけの研

究発表会とか、授業参観、開放授業をされると、先生方も非常に苦労を

されると。ちょっとそこらが、現場の方が多少重荷になっておるんでは

ないかというふうに思うんですが、その方の管理体制は、十分されてい

るのか、この分は付け加えさせて伺わせていただくもんでございます。 

以上、再度質問をいたします。 

〇渡辺委員長  河野生涯学習課長。 

〇河野生涯学習課長  委員長。緊急雇用の関係の再度のご質問でございますが、この事業

は雇用の創出ということでございます。しかし、我々の方はこの事業を

使いまして、資料の整備を行ったという点でございます。その資料につ

きましては、2点ございまして、ホームページ上の文化財の位置等を表

示いたしました資料、それから、資料館におきます資料のデータ化によ

る、デジタル化による作業、教育委員会でいいます資料作成を行ったと

いう点でございます。 

それから、文化財のパンフレットの件でございますが、パンフレット

の中身の件でございます。位置がどこにあるかという点から内容を網羅

したものをつくりたいという点でございます。 

それから、成人式の今年度の点でございますが、出席率等につきまし

てはほぼ同様な数字でございます。16年度の結果をアンケート並びに意

見等も何点か返信でいただいたものも加味しまして、実施をしておるわ

けでありますが、先ほど申し上げましたように、若い方がどうやって足

を運んでくれるかと、広くなった地域で足を運んでくれるかという点を

非常に心配をいたしまして、計画をしておるところでございます。 

それから、甲田の郷土館につきましては、これまでの質問等もござい

ましたように、今晩この館の存続等も含めて検討をしていくということ

も答弁の中にございます。この資料館を安芸高田の資料館と、吉田の資

料館は安芸高田の収蔵もこなし、貴重なものを将来残していくという点

では、甲田の郷土館にありますものを、そういった収蔵庫が備わったと

ころに、きちんと保存していくということも大切だろうと思いますので、

現在の郷土館につきましては、修繕がかなり必要な施設でございますの

で、修繕に事業をかけるよりか、資料館の集約をしたほうがいいという
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ふうには考えております。その点については、いろいろと今後どういっ

た形でどんな段取りでということも検討していきたいというふうに考え

ております。 

以上でございます。 

〇渡辺委員長  上川教育総務課長。 

〇上川教育総務課長  耐震化の関係で順位をいつごろまでに決めるのかということでござ

いますが、昨日の会議を受けて、若干この調査をしました業者の方から、

補足の資料を出していただくようにお願いをしております。1月末くら

いにはそれがでてきてですね、2回目の会議をそこでするというように

計画はしておりますが、まだ、その2回目の日にちが何月何日というの

がちょっと決まっておりません。遅くとも、年度内には、決めていきた

いというように考えております。                        

〇渡辺委員長  沖野教育参事。 

〇沖野教育参事  先ほどありました先生のゆとりの件でございますけども、それぞれの

学校では、本当に子どもたちのために一生懸命、先生方が努力をしてお

るという中で、今の学校の安定というものが築かれてきておるわけでご

ざいますけれども、現在遅くなっているという理由そのものはですね、

以前のような是正指導といったような形の中で、非常に会議が多くなっ

たとか、あるいは、課題をですね、整理するために、遅くまで残ってや

らなければいけないと、いったような状況ではございません。例えば、

今までと違うところでいいますと、できるだけ子どもたちに力をつける

ということで、今まで空き時間であったものをですね、二人で授業をす

るとかですね、いったようなこともございますし、習熟度別に分けて授

業をしてると、そういったようなことがございまして、その間のお互い

の先生同士の連携といったようなものを、非常に重視してやらなければ

いけないというような状況もございます。そういった中で、できるだけ、

先生方が勤務時間内に帰れるようにという形の中で、工夫していること

ということでいいますと、例えば会議を少なくするといったようなこと

を取り組んでおります。また、教育委員会といたしましても、書類を提

出書類をできるだけ少なくしていくと、いったような取り組みをしてい

るわけでございますけども、そういう中で、先生方が疲れを次の日に残

さないようにと、いう配慮の中で取り組んでおりますけども、早く帰る

ものの中にも、家に帰ってから、次の準備をするというのが実際でござ

いまして、そういった中で、毎日が繰り返されているといったような状

況でございます。そういう意味でも、今ご指摘いただきましたように、

先生方の健康管理というところも今後十分に配慮してやっていかなけれ

ばいけないというふうに考えております。 

以上でございます。 

○入 本 委 員  委員長。 

○渡辺委員長  入本委員。 

○入 本 委 員  パンフレットのことは、前回200なんぼの数字を載せると聞いたんで
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すが、図書の方なんですが、私が伺ったのは、貸し出し数が9万点くら

いになっておるんですけど、3万4千人口で割ってみると、2.何ぼになろ

うかと思うわけなんですね、貸し出し数が、大体優秀な図書館は、5.何

ぼと、人口の割には5.何ぼというような数字もあるわけなんですが、や

はりそういう数値を目指した内容の充実さがないといけないと思うんで

すね。貸してほしいと、借りたいと、読みたいという本の充実を購入、

また、ここの種類別に分けてありますけど、その種類の中で、児童の図

書でも、図書館みても差があるように、そうすると、やはり一つの目標

をもつということが大事ではないかと思うんですが、その点については、

どのように考えておられるんでしょうか。 

〇河野生涯学習課長  はい。 

〇渡辺委員長  河野生涯学習課長。 

〇河野生涯学習課長  各図書館がございますけども、図書館に専任する方、それから、図

書の内容の充実という、いろいろな点で、検討していく必要があろうか

と思いますが、現在は、各図書館の館長は分室長が兼務しておるという

ことでございます。また、図書司書におきましても、図書館の人数の配

置のあるところないところいろいろございます。こういった点も含めて、

図書館全体をどうしていくべきかというところも、今後、第2庁舎総合

文化施設の建設と併せて、安芸高田市内の図書館のあるべき姿という形

をつくっていきたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

〇渡辺委員長  他に。 

〇青 原 委 員  委員長。 

〇渡辺委員長  青原委員。 

〇青 原 委 員  社会教育関係団体助成支援事業について私がちょっと聞き漏らした

んかどうかわからんのですが、団体助成をしとる団体名ですね、何団体

くらいあるのかと、それと、金額がわかれば、資料として提出をしてい

ただきたいというふうに思うんですが、できるかできんかというのは、

後から聞いてもらえばいいんですが。それで、こういう文化団体につい

て、これからどのように支援をしていくのかと、今財政の厳しい中で、

補助金は一律10％カットという状況の中で、こういった文化団体につい

ての同じように一律10％カットで今後も推移していくのかどうか、そこ

らあたりをお聞かせ願えればありがたいと思います。主要施策の133ペ

ージ。 

〇渡辺委員長  青原委員から社会教育団体の支援助成の団体数等の資料要求があっ

たと思うんですが、これを委員会として要求することでよろしいですか。

口頭でいいですか。資料を要求していいですか。 

〇塚 本 委 員  委員長。 

〇渡辺委員長  塚本委員。 

〇塚 本 委 員  そういう形をとりよると、例えば地域文化活動の各種団体のそれを

出してくださいというような形になるんで、できれば、口頭で流しても
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らいたいと思いますがどうですか。 

〇青 原 委 員  委員長。 

〇渡辺委員長  青原委員。委員の中からそういうこともあるんですが。 

〇青 原 委 員  私は資料請求をしたいと。 

○山 本 委 員  委員長。 

〇渡辺委員長  山本委員。 

〇山 本 委 員  今塚本委員が言われましたように、地域文化活動の中の郷土芸能保

存団体補助金でも、かなりの補助金がでとる。そういうことになれば、

わかれば資料をもらいたいということになると、資料提供というのが、

ものすごく増えてくる。それが可能なのかどうかということを、執行部

に聞いてください。そうすれば後日もらえば、それでことが済むことで

すから。 

〇渡辺委員長  暫時休憩します。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午後１時４０分 休憩 

午後１時４３分 再開 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

〇渡辺委員長  再開いたします。答弁を許します。 

〇河野生涯学習課長  委員長。 

〇渡辺委員長  河野生涯学習課長。 

〇河野生涯学習課長  社会教育関係団体の補助団体名等の資料の点でございますけども、

資料の提出につきましては、ご遠慮させていただきたいというふうに思

います。といいますのは、16年度の予算でございます。16年度は各町の

それぞれの方式のもちよりの団体の補助でございます。補助団体の統一

でありますとか、いろんな団体の改廃でありますとか、例えば、文化協

会につきましも、町の文化協会でありましたものを17年度は統一してお

るような状況です。統一していく団体も徐々に増えていってもらってお

ります関係もありますので、調整中の16年度でございます。その資料の

提出は先ほど申し上げましたように遠慮させてもらって、各種団体の調

整期間としておる段階であるということでご理解いただきたいというふ

うに思います。 

〇青 原 委 員  委員長。 

〇渡辺委員長  青原委員。 

〇青 原 委 員  今、資料提供ができんということなんですが、ほいじゃあここの732

万1,927円というのはどこから出たんですか。 

〇河野生涯学習課長  委員長。 

〇渡辺委員長  河野生涯学習課長。 

〇河野生涯学習課長  先ほど、主な団体を申し上げさせていただきましたが、それらの団

体のほかの補助でございまして、この中には、公民館教室の補助等も含

まれております。そういった点もございまして、これらの課題にあげて

おるような状況でございますが、これらの団体につきましても、徐々に
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調整をしておるというのが現状でございます。 

〇青 原 委 員  委員長。 

〇渡辺委員長  青原委員。 

〇青 原 委 員  調整はよくわかるんですが、これは16年度の決算ですから、16年度

に出したところの資料があれば提出してくださいということを言ってお

るんで、今の17年度の云々じゃないわけじゃけえ、ただ、今のこれは今

後どうするんかということについては、今答弁されたんで良いと思うん

じゃけど、資料については、16年度の資料は提出できんのですか。どう

ですか。 

〇渡辺委員長  暫時休憩といたします。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

午後１時４６分 休憩 

午後２時００分 再開 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

〇渡辺委員長  再開いたします。答弁を許します。 

         佐藤教育長。 

〇佐藤教育長  委員長。先ほどの社会教育団体助成支援事業の団体名のことですが、

まず、決算特別委員会の中で公表を控えさせていただきますという言葉

につきましては、撤回をさせていただきます。この732万1,927円の交付

団体につきましては、後日資料提供をさせてもらいますので、ご了解い

ただきたいと思います。133ページの732万1,927円の交付団体について、

改めて後日資料提供をさせていただくということで、ご理解をいただき

たいと思います。 

以上です。 

〇渡辺委員長  他にありますか。 

〇明 木 委 員  委員長。 

〇渡辺委員長  明木委員。 

〇明 木 委 員  図書館についてなんですけど、実際にですね、図書館の利用率とい

うのが、これではちょっと見難いところがあるんですけど、今ですね、

ここの冊数、133ページにある冊数なんですけど、これ、10万7,500とい

うのは、これは全部の図書館を合計して、16年度の蔵書数も入れたもの

として、考えさせていただいてよろしいんでしょうか。それがまず1点

とですね。 

135ページのですね、各委員会活動ということで、公民館運営審議委

員会、また、図書館評議委員会について、まだ、1回の開催しかされて

いないわけなんですけど、先ほどの説明によりますと、委員長副委員長

等を決めるようなことだけであったのか、他に何も話されてないのか、

その内容についてもう一度お聞きいたします。 

それからですね、137ページのＩＴ講習会の参加人数はどれくらいだ

ったのかというのをお伺いいたします。 

以上です。 
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〇河野生涯学習課長  委員長。 

〇渡辺委員長  河野生涯学習課長。 

〇河野生涯学習課長  図書館の関係でございますが、図書の蔵書数につきましては、10万

7,500の数字の中に、購入数が入っております。 

それから、図書館の協議会、昨年度、第1回を開催をしておりますけ

れども、1回の内容につきましては、先ほど申しあげました、会長の選

任と、今後の図書館の活用のあり方ということで会議を開いております。

ちなみに、17年度でございますが、17年度につきましては、現在2回開

催をしておるところでございます。 

以上でございます。 

〇河野生涯学習課長  委員長。 

〇渡辺委員長  河野生涯学習課長。 

〇河野生涯学習課長  ＩＴ講習会の人数でございますが、分室長が参っておりますので、

それぞれで答えていきたいというふうに思います。 

〇渡辺委員長  富田吉田教育分室長。 

〇富田吉田教育分室長  吉田教育分室でございますが、吉田町のパソコン講座の人数でござ

いますが、今ここに手持ちの資料はノー人数でございますが、8つの講

座をいたしまして、延べ人数で428名でございます。 

〇渡辺委員長  中村八千代教育分室長。 

〇中村八千代教育分室長  八千代町が今持っている資料では、8講座開催しまして、1講座に12名

から13名という形なんですけど、吉田町延べと言いましたけど、登録者

数でいきますと、106名がＩＴ講習を受けたことになっております。 

〇渡辺委員長  西川美土里教育分室長。 

〇西川美土里教育分室長  美土里町では、3期、3回にわたりまして、それぞれ、7日、8日くらい

の、1期毎には、日にちで開催をいたしました。この3期の合計が48名で

ございます。 

〇渡辺委員長  小田高宮教育分室長。 

〇小田高宮教育分室長  高宮教育分室ですが、6講座開催しまして、パソコンの数が10しかあ

りませんので、10名定員でやりまして、一応、同じメンバーもその講座、

別な講座におられるかもしれませんが、数でいうと、48名でございます。 

〇渡辺委員長  升田甲田教育分室長。 

〇升田甲田教育分室長  甲田教育分室の升田でございます。甲田教育分室では3回、1日3回行

いまして、3日間実施しております。延べ人数で108人でございます。 

以上です。 

〇渡辺委員長  兼近向原教育分室長。 

〇兼近向原教育分室長  向原教育分室です。向原は90名でございます。 

〇明 木 委 員  委員長。 

〇渡辺委員長  明木委員。 

〇明 木 委 員  委員長。大体図書館の利用については、そういうことであればです

ね、貸し出し数、団体貸し出し数、予約件数等を加算して、蔵書冊数か

ら割れば、一人が使ったのが1円程度かなと。1円でどんな雑誌でも読め
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るんですよね。そういうことがもっともっと利用人数については、もっ

と少ないと思われるんですけど、利用人数を上げていくためには、そう

すれば、今度は還付になってくるんですね、今1円出して、1円ちょっと

ですけど、出して本を読みにいっているということになってますよね。

一人がね。でも、これがもっと増えればですね、反対に還元をされてる

という、税金が還元されて、例えば、図書館に行けば、いろんな雑誌が

無料で見れるんだという、そういう考え方をもっともっと市民の人に植

え付けていくということが、図書館の利用度が上がっていくんではない

かと考えます。それであれば、やはり、今の、図書館の委員会について

も、1回とか2回とか開かれてないわけですけど、そういうものを活性化

して、やはり、館長なども必要になってきて、広報活動、環境整備運営

に対して、もう少し検討が必要じゃないかと思われます。特に今の答弁

でいただきました、16年度1回、17年度は2回しかこういう委員会がされ

てない、特に公民館評議委員会というのは、今回吉田については、これ

を建て替えるわけです。なのに何故これだけしかされてないのか、もう

少し教育委員会の方が働きかけて、それはやるべきではなかったのかな

と思われます。具体的な設計に今から入っていくわけですけど、そのあ

たり、こういう委員会が、もう少し活発に動いて、例えば、第2庁舎の

建設調査委員会とかですね、そういうふうに意見を出してこられるのが、

求められてるんじゃないかと感じるんですけど、教育長はどのようにお

考えでしょうか。 

         それからですね、社会教育施設についてなんですけど、これも同じよ

うなことが言えると思います。こちらには、協議会審議会等の開催につ

いては、記載がされてないわけですけど、去年の決算委員会においては、

各施設の稼働率についての資料を提出していただいていますので、それ

については、今年の16年度についても、その資料を要求したいと思いま

す。何故それが必要かといいますと、やはり、これも、今回の文化総合

センターを建設するにあたって、運営条例等が必要になってきます。そ

れに関わってくることでもありますし、16年のそういう課題なりがあれ

ば、それをもっと生かしたものを、具体的な設計案に入れていく必要が

あると思われるんで、その資料を要求するものです。 

以上です。 

〇佐藤教育長  委員長。 

〇渡辺委員長  答弁を求めます。 

         佐藤教育長。 

〇佐藤教育長  16年度の各種委員会の活動についての、活動が停滞しておるんでは

ないかという指摘を受けました。まさに、私もそのように思います。16

年度、年度当初ですね、今までの決算もあるし、次の16年度の予算もあ

るというようなことで、その方で没頭しておったということが一番大き

な要因として考えられると思いますが、ご指摘のとおり、委員会活動と

して、十分それぞれの委員会の主旨に沿った論議をしてもらうというこ
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とが、できていなかったということについては、私自身も、この結果を

見て反省をしとるわけでございまして、17年度については、図書館の今

後の将来展望ということもありますし、それから、具体的に地域の方々

の意見も、それぞれこの文化ホール等の図書館等の運営についての話も

出ておるようでございますので、図書館運営協議会については、今年度

また改めて開かせてもらったんですが、それが実際に、どのような図書

館になるかということについて、全く絵も何もない中で、協議してもら

うということも難しい、返ってそのことが事務局として案を出すことに

もなかなか難しさもありまして、図書館について、2回開かしてもらっ

た。ただし、図書館運営協議会については、こんな図書館をしてもらい

たいと、あるいは、もう少し図書館を利用するような方策について考え

てもらいたいという提言を私の方にいただきましたので、そのことを踏

まえながら、次期図書館、あるいは図書館を運営しとる担当者の方への

話をさせてもらっておるということでございます。委員会活動が停滞し

ておったということについては、教育長として反省をしております。以

後、そういうことがないように、本来の趣旨で昨日するように努力した

いと思いますので、また、何かアドバイスがございましたら、ご意見を

いただきたいと思います。 

以上です。 

〇渡辺委員長  明木委員。委員長からお尋ねしたいと思います。 

社会教育施設の利用資料というのは、去年出たというのは15年ですか。

今は16年の対比ですね。 

〇明 木 委 員  そうです。 

〇河野生涯学習課長  委員長。 

〇渡辺委員長  河野生涯学習課長。 

〇河野生涯学習課長  稼働率でございますが、ミューズの稼働率約23％でございます。パ

ラッツオの稼働率約20％でございます。こういった施設の稼働率でござ

いますが、他の施設につきましては、現在手持ち率がございませんので、

以上の数字でございます。 

〇明 木 委 員  委員長。 

〇渡辺委員長  明木委員。 

〇明 木 委 員  ということは、残りについては、資料かなんかをいただけるんでし

ょうか。ということが１件と。ミューズについては、市になって稼働率

が減ってると思うんですね。前回は40数％あったと思うんですけど、ミ

ューズについて、23％に落ちてるわけですけど、なんか要因があったの

かということを１件とですね。それから、学校教育の関係で、今パソコ

ンを使った授業がですね、平均時間数ですね、これが1週間にどれくら

いあるのかそれについてお尋ねいたします 

〇渡辺委員長  委員の皆さんにお諮りいたします。ただいま、社会教育施設利用状

況の率の資料提供の要求があったわけですが、どのように取り扱いまし

ょうか。 
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〔資料要求すべき〕 

〇渡辺委員長  それでは、資料要求ということでございますので、後ほど、あるも

のについて提出ということでございます。 

         答弁を求めます。 

〇大下学校教育課長  委員長。 

〇渡辺委員長  大下学校教育課長。 

〇大下学校教育課長  パソコンを使った授業がどの程度行われているかということにお答

えをしたいと思います。平成16年度授業時数としてきちんとした数字を、

大変申しわけないんですが、把握をしておりません。どのような状況の

中で行われているかと申しますと、総合的な学習の時間というのがござ

いまして、それは、中学校においては各学校時数が違います。小学校に

おいては、週３時間ということですけど、情報分野ということで、年間

のカリキュラムに基づいてやっておりますので、大体、総合的な学習の

時間の総時数の3分の1程度はそのパソコンにかけているのではないかな

と、そういうことを思いますけれども、申しわけないですけれども、正

確な数字をデータとして持ち合わせておりません。 

以上です。 

〇明 木 委 員  委員長。 

〇渡辺委員長  明木委員。 

〇明 木 委 員  大体わかりました。であれば、実は先日、中学校のパソコンを使う

機会があったんですけど、それであれば、今のパソコンのスピード能力

であればですね、非常に授業の進行が遅れてるんじゃないかなと感じて

るんですよ。なぜかというと、パソコンのスピードが、ネットのスピー

ドではなしに、パソコンの本体なんですね、これの能力が欠けてるため

に、子どもたちの教育に支障を与えてる。それは、どういうことかと言

いますと、その時間内で、授業が進められないということが問題になっ

てるんじゃないかなというふうに感じます。そのあたりを、どのように

お考えかお尋ねいたします。 

〇渡辺委員長  大下学校教育課長。 

〇大下学校教育課長  お答えをします。確かにパソコンのハードの中身でございますが、

私は十分承知をしておるわけではございませんが、日に日に、時間を追

う毎に進歩しているというふうに聞いております。学校のパソコンは、

リースをしておりますが、リース切れになってそれを新しくリースの更

新をするかとか、新調していくかとか、そういうことにつきまして、教

育委員会として、教育情報化に係る基本的な考え方ということで、文書

を整理いたしまして、平成22年度までの教育情報化に係ります整備計画

を策定をいたしている途中でございます。何回か課内あるいは委員会の

中で協議をしております。その基本計画に基づいて今後長期的な展望に

たって教育情報化を進めていきたいというふうに考えております。 

以上です。 

〇上川教育総務課長  委員長。 
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〇渡辺委員長  上川教育総務課長。 

〇上川教育総務課長  パソコンの更新の件でございますが、今大下課長が申しましたよう

に、リースの期限が5年をたっておるものもございますし、買取の形で

ですね、一括購入をして学校に設置したものもありますし、いろいろな

パターンがございます。リースの期限が切れたものは、これから、更新

をしていく必要があるかと思うんですが、学校毎に月やらあるいは違い

ますので、ある程度まとめてですね、2月なら2月にどことどこの学校が

2月に更新をしたとか、3月に更新をしたとかですね、1年にまとめてそ

ういうことは進めていきたいというように考えております。 

〇渡辺委員長  他に質疑はありませんか。 

〇熊 高 委 員  委員長。 

〇渡辺委員長  熊高委員。 

〇熊 高 委 員  いろいろと審議の状況を聞かせていただく中で、16年度合併して最

初の年ということであろうと思うんで、教育委員会としての組織ですね、

組織のあり様、特に、今それぞれ分室長さんあたりも答弁をされました

けども、そこらがうまく機能していったのかどうか、多分合併して間も

ない年なんで、いろいろそれぞれの旧町の流れという形でやってきたん

だと思いますけども、本当に分室としてのあり方が16年度はどうであっ

たのか、それを踏まえて17年度、あるいは、これから始まる18年度に向

けて、どういった16年度を基に構築されようとしてるのか、その辺につ

いての見解をお伺いしたいと思います。 

〇渡辺委員長  杉山教育次長。 

〇杉山教育次長  今、熊高委員さんのご質問でございますけど、本庁３課と６教育分室

につきましては、合併協の時の教育部会なりで決定された事項で、16年

度を運用させていただいているところでございますけども、17年度18年

度時間経過とともに、やはり、本庁と教育分室の事業展開とか、各教育

分室の地域との密着した社会教育活動なり社会体育、スポーツ振興なり、

そうものも重要なことでございまして、そういうことと本庁機能で整理

する事業なり事務なり、そこらはちょっと16、17年度とやっておるわけ

でございますが、事業の統一化なり、あるいは、重なる事業の調整なり

いうのは今やってまいっておるわけでございますが、組織としての合理

化ということにつきましては、今回の行政改革大綱にも載せております

し、行政改革推進計画にも、今後協議の中身となっていこうと思います。

なんぼか見直しを進めながら組織の構築を行っていきたいというふうに

今考え中でございます。 

         以上です。 

〇熊 高 委 員  委員長。 

〇渡辺委員長  熊高委員。 

〇熊 高 委 員    当然いろいろ検討されるという時期だと思いますが、17年度も既に

後半の3ヵ月、4ヵ月しかないわけです。16年度反省をして、どの部分を

やはり分室に残していこうと、地域との関係を深い部分を残していこう
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と、あるいは、事務的なことの機能含めて本庁にあった方がいいとか、

先ほどもいろいろ数字的なものもそれぞれ本庁が掌握しておくのがいい

のかどうかというのも含めて、ばらばらに資料なんかもあるわけです。

だから、そういった資料も出しにくいというような状況も、私は多少は

あったんではないかなという気がするんで、その辺を本庁機能にきちっ

と集合することによって、効率的に合理化されるということだと思うん

です。ですから、具体的に、16年度振り返って、どういう部分を分室に

残して、どういう部分を本庁に持っていこうとか、逆に、本庁が持って

おるより、分室に持っておった方がいいとか、そういったものが見えて

きておるんだと思うんですね。だから、ある程度具体的なものは、どん

なふうに掌握されておるかというのをもう少し具体的にお聞きしたいと

思うんですね。また、併せて学校の方の関係になるかもわからんですが、

学校事務、いろいろ合併前も、事務の共同化というんですかね、やって

きた経緯もありましたが、そこらの流れというのも、今の分室のあり方

と似たような体系というのも多少あるんではないかなという気がするん

ですね。事務とかそういったものこそ、本庁機能に集合していくという

のが、効率化のやはり一番早道ではないかなという気がするんです。そ

こらも含めてどんなふうに16年度振り返って感じておられるか、そして

その感じたことによって、どういうふうにしていこうかというふうなと

ころが見解かをお聞かせ願えればと思います。 

〇渡辺委員長  杉山教育次長。 

〇杉山教育次長  まあ、先ほど申し上げましたような、反省点課題等について、今事務

局サイドでの考え方をまとめておる状態でございますが、特に教育委員

会は、委員会がありますので委員会にも提案しておりませんので、まだ、

そのことの教育委員さんのご理解をいただいた後でないと、なかなか公

表できない部分があるというふに考えておりますので、もうしばらくお

待ちをいただきたいというふうに考えております。 

〇渡辺委員長  他にございますか。 

         大下学校教育課長。 

○大下学校教育課長  学校事務の共同化についてのお尋ねでございますが、平成16年度は高

宮に、小学校中学校共同事務がひとつございました。平成17年度は、美

土里高宮グループと、それから、八千代吉田グループ、この2つが共同

事務室としては本格実施で、事務長が座っております。向原甲田グルー

プは、試行ということで、市の方で事務長の方を委嘱いたしまして、そ

れぞれ、3つの事務室とも、週1回共同事務を行っております。この共同

事務が学校事務の効率化につながるかということでございますが、もち

ろん利点もございますが、学校事務職員、一人職場でございますので、

事務のミスが、共同事務で事務をとることによって防げるという利点は

ございますが、現在の人員配置ということで申しますと、共同事務室で

事務をとりながら、かつ、それぞれの学校の事務も学校事務職員がとら

なくてはいけないという、そういう状況でございまして、十分な学校事
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務の効率化につながっているかというところは、まだまだ課題がござい

ます。今後、例えば、平成18年度に向けましては、ある程度、予算を計

上していく予算を編成していく際に、共同事務室単位でまとめられるも

のはまとめていくというようなことをただいま検討して行っております。

今後、学校事務の効率化に向けて、どのような共同事務室を運営してい

けばいいかしっかり研究していきたいと思っております。 

以上です。 

〇熊 高 委 員  委員長。 

〇渡辺委員長  熊高委員。 

〇熊 高 委 員  次長さんのように答えられると、ほいじゃあ教育委員会で17年度具

体的に16年度はどんなふうに協議をされたのか、聞いてみたいと思うん

ですが。それと、学校事務の方は、やはり、最終的には、小中学校単位

で本庁で全部、集中管理をするという方向の方が、私はいいんじゃない

かなという気がするんで、そういった方向での考えというのが今あれば、

見解をお聞きしたいと思います。 

〇渡辺委員長  杉山教育次長。 

〇杉山教育次長  16年度の決算に基づきましたことにつきましては、毎月教育委員会、

定例委員会を開催してきておりますので、いろいろと協議の中で提案さ

せていただいておるところでございますけど。まあ、教育委員会の組織

といいますか、各教育委員さんのご意見としては、まだ、合併して１年

目にはいったわけでございますので、改革も必要であるかもわからない

けど、やはり、ゆるやかな改革をしてもらいたいというのが、大体の大

方のご意見が強いようでございます。しかしながら、市全体の行政改革

大綱もできておりますことによりまして、やはり、スピードアップをし

ていく必要があるというように、今協議の中でお願いをしておるところ

でございます。 

〇渡辺委員長  大下学校教育課長。 

○大下学校教育課長  学校事務の本庁一本化に向けての見解という見通しということでご

ざいますが、具体的なものを持ち合わせてはおりませんが、例えば、18

年度の予算を編成していく時に考えましたことは、非常勤講師の報酬等、

非常勤職員の報酬等、本庁で一括をして処理をしたらいいもの、あるい

は光熱水費等ですね、本庁の方で処理できるものについては、できるだ

け、本庁の方に集約をしようという動きは考えております。 

以上です。 

〇渡辺委員長  他にございますか。 

〇入 本 委 員  委員長。 

〇渡辺委員長  入本委員。 

〇入 本 委 員  歳入の方でですね、決算書の26ページに公民館使用料文化施設使用

学校の体育施設の方があったんですが、今後指定管理者制度とかいう問

題がでておりますけど、使用料がですね、非常に少ないと思うんですね。

維持管理していく上において。受益者負担することによって、活動の低
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下にもつながるかもわかりませんが、例えば公民館を57,000人が利用し

て34,200円。1円も払ってないような収入になって、単純計算ですけど。

そこらの受益者負担、また、これは公民館は、他の名目で営業的なもん

で収入されたんかもわかりませんけど、そのあたりは、どのように今後

考えておられるのか伺います。 

〇河野生涯学習課長  委員長。 

〇渡辺委員長  河野生涯学習課長。 

〇河野生涯学習課長  使用料のことでございますが、使用料は、合併協の中で、19年4月に

向けて統一というような協議がなされておられます。それに向けて諸準

備をしておるとこでございますが、現在、公民館いわゆる文化団体の施

設利用者と、スポーツ関係者の利用者の関係等の整合もあるんではない

かというご意見も出ております。そういった問題も含めまして、その使

用料の統一化に向けて準備をしていきたいというふうに考えております。

なお、社会教育活動、公民館等の活動につきましては、公民館が設置を

されました主旨、社会教育活動をその施設で行っていくという、施設の

中で行っていくという主旨で建てられた公民館でございますので、その

教室生が使うときにほとんどの場合無料でこれまできておる状況です。

そういった関係で、使用料があがっておらないということもご理解をい

ただきたいというふうに思っております。 

〇渡辺委員長  他にありませんか。 

 〔質疑なし〕 

〇渡辺委員長  質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終了いたします。 

以上で、本日の日程を終了いたしました。 

以上で、本日の決算審査特別委員会を終了いたし散会いたします。次 

回は、明日午前10時に再開いたします。 

御苦労さまでした。 

～～～～～～～～～○～～～～～～～～～ 

午後２時３３分 散会 


